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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベースステーション（４０）との少なくとも１つのダイレクト通信リンク（３４）を確
立するために、極超短波を使うように構成された第１無線通信インタフェース（３６）と
、
　ＳＵＤＡＣ（１０；１０’）との少なくとも１つのフロントエンド通信リンク（１８）
を確立するために、極高周波を使うように構成された第２無線通信インタフェース（３７
）と、を備え、
　ユーザー機器（３０；３０ａ、３０ｂ）は、前記ダイレクト通信リンク（３４）を経て
部分的に（４２）、および、前記フロントエンド通信リンク（１８）を経て少なくとも部
分的に（３２ａ）、ユーザー信号を受信するように構成され、
　前記ユーザー機器（３０；３０ａ、３０ｂ）は、前記ベースステーション（４０）に関
係し、
　前記ユーザー機器（３０；３０ａ、３０ｂ）は、第１ユーザー情報信号（３２ｂ）が、
前記ユーザー機器（３０；３０ａ、３０ｂ）に関連した情報と別のユーザー機器（３９）
に関連した情報とを含むように、別のベースステーション（４１）に関係した前記別のユ
ーザー機器（３９）から受信された情報（３８）に基づいて、前記第１ユーザー情報信号
（３２ｂ）を生成するように構成されていること、
　を特徴とするユーザー機器。
【請求項２】
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　前記ユーザー機器は、前記ユーザー機器に対するダイレクト接続を経て、または、前記
別のユーザー機器（３９）から前記情報（３８）を転送する前記ＳＵＤＡＣ（１０）を利
用する間接的な接続を経て、前記別のユーザー機器から前記情報（３８）を受信するよう
に構成されていること、を特徴とする請求項１に記載のユーザー機器。
【請求項３】
　前記フロントエンド通信リンク（１８）は、複数の制御チャネル（５４ａ～５４ｃ）と
、少なくとも１つのペイロードチャネル（５６ａ～５６ｃ）とを含み、前記ユーザー機器
は、前記フロントエンド通信リンク（１８）の中の前記ペイロードチャネル（５６ａ～５
６ｃ）の帯域幅を適応するように構成されていること、を特徴とする請求項１または請求
項２に記載のユーザー機器。
【請求項４】
　前記ユーザー機器は正規モードとピギーバックモードとを含み、前記フロントエンド通
信リンク（１８）は、少なくとも１つのペイロードチャネル（５６ａ～５６ｃ）と、複数
の制御チャネル（５４ａ～５４ｃ）とを含み、前記ユーザー機器（３０）は、前記正規モ
ードで操作するとき、少なくとも１つの制御チャネル（５４ａ～５４ｃ）および前記ペイ
ロードチャネル（５６ａ～５６ｃ）を使って、前記第１ユーザー情報信号（３２ｂ）を送
信するように構成され、および、前記ピギーバックモードで操作するとき、前記制御チャ
ネルではなく前記ペイロードチャネル（５６’ｂ）を使って、前記第１ユーザー情報信号
（３２ｂ）を送信するように構成されていること、を特徴とする請求項１ないし請求項３
のいずれかに記載のユーザー機器。
【請求項５】
　前記フロントエンド通信リンク（１８）または前記ダイレクト通信リンク（３４）は、
複数の制御チャネル（５４ａ～５４ｃ）を含み、前記ユーザー機器は、前記ベースステー
ション（４０）を経た前記ＳＵＤＡＣ（１０）の制御に関連した情報を含み、かつ、前記
ＳＵＤＡＣに関連した情報を含む、前記制御チャネル（５４ａ～５４ｃ）を経た制御情報
（２４）を送信するように構成されていること、を特徴とする請求項１ないし請求項４の
いずれかに記載のユーザー機器。
【請求項６】
　前記ユーザー機器は、前記フロントエンド通信リンク（１８）のペイロードチャネル（
５６ａ～５６ｃ）の中のペイロード情報を送信する、および前記フロントエンド通信リン
ク（１８）のフロントエンドランダムアクセスチャネルの中のランダムアクセス情報（６
２）を送信するように構成され、そして、前記ＳＵＤＡＣ（１０）からのランダムアクセ
ス情報（６２）を受信するように構成され、前記ユーザー機器（３０；３０ａ、３０ｂ）
は、前記ランダムアクセス情報（６２）を処理するように構成されたプロセッサ（３１）
を含んでいること、を特徴とする請求項１ないし請求項５のいずれかに記載のユーザー機
器。
【請求項７】
　前記プロセッサ（３１）は、送信された前記ランダムアクセス情報（６２）が送信され
たとき、送信された前記ランダムアクセス情報（６２）と受信された前記ランダムアクセ
ス情報とを比較して、前記比較に基づいて、前記フロントエンド通信リンク（１８）に関
連した情報（６２）を得るように構成され、または、前記ランダムアクセス情報（６２）
が送信されなかったとき、別のユーザー機器（３０ｂ）または別のベースステーション（
４０ｂ）から情報を得るために、前記ランダムアクセス情報（６２）を評価するように構
成されていること、を特徴とする請求項６に記載のユーザー機器。
【請求項８】
　複数の無線通信インタフェース（４４ａ～４４ｃ）と、
　複数の前記無線通信インタフェース（４４ａ～４４ｃ）の多重アンテナ機能が得られる
ように、複数の前記無線通信インタフェース（４４ａ～４４ｃ）を制御するように構成さ
れたコントローラ（４６）と、を備え、
　ベースステーション（４０；４０ａ、４０ｂ）は、前記ベースステーション（４０；４
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０ａ、４０ｂ）と通信するＳＵＤＡＣ（１０；１０ａ～１０ｃ）またはユーザー機器（３
０；３０ａ、３０ｂ）に関連した、複数の前記無線通信インタフェース（４４ａ～４４ｃ
）のうちの少なくとも１つを経て、制御情報を受信するように構成され、
　前記コントローラ（４６）は、前記制御情報に基づいて、前記多重アンテナ機能の送信
特性を適応するように構成され、
　前記ベースステーション（４０；４０ａ、４０ｂ）は、バックエンド通信リンク（１４
；１４ａ～１４ｃ）を経て、前記ユーザー機器（３０；３０ａ、３０ｂ）に関連したペイ
ロード情報を受信するように構成され、前記ユーザー機器（３０；３０ａ、３０ｂ）は前
記ベースステーション（４０；４０ａ、４０ｂ）に関連し、前記ペイロード情報はＳＵＤ
ＡＣ（１０；１０ａ～１０ｃ）から受信され、前記ＳＵＤＡＣは、別のユーザー機器（３
９）のペイロード情報に、ピギーバックされたピギーバック情報として、前記ペイロード
情報を送信し、前記コントローラ（４６）は、前記ユーザー機器（３０；３０ａ、３０ｂ
）に関連した前記ペイロード情報を取り出すように構成され、
　別のユーザー機器（３９）は、前記ベースステーション（４０；４０ａ、４０ｂ）では
なく、別のベースステーション（４１）に関係すること、を特徴とするベースステーショ
ン（４０；４０ａ、４０ｂ）。
【請求項９】
　前記コントローラ（４６）は、前記ベースステーションがペイロード情報（５６）を前
記ユーザー機器（３０；３０ａ、３０ｂ）に送信するとき、前記多重アンテナ機能が空間
の多重化に基づくように、または、前記ベースステーションがステータス／制御情報（５
４ａ～５４ｃ）を前記ＳＵＤＡＣ（１０；１０ａ～１０ｃ）に送信するとき、前記多重ア
ンテナ機能がビーム形成に基づくように、受信された情報に基づいて、前記多重アンテナ
機能の送信特性を時間変化適応するように構成されていること、を特徴とする請求項８に
記載のベースステーション。
【請求項１０】
　前記コントローラ（４６）は、前記ベースステーションが、ペイロード情報（５６）を
、互いに結合された少なくとも２つのＳＵＤＡＣ（１０；１０ａ～１０ｃ）を含むシステ
ムに送信するとき、および／または、前記ベースステーションがステータス／制御情報（
５４ａ～５４ｃ）を前記システムに送信するとき、前記多重アンテナ機能が空間の多重化
に基づくように、前記多重アンテナ機能の送信特性を選択すること、を特徴とする請求項
８に記載のベースステーション。
【請求項１１】
　前記制御情報は地理情報を含み、前記送信特性は、前記ベースステーション（４０；４
０ａ、４０ｂ）によって送信された信号の指向性無線通信パターンに少なくとも関連して
いて、前記コントローラ（４６）が、前記ベースステーション（４０；４０ａ～４０ｃ）
とＳＵＤＡＣ（１０；１０ａ～１０ｃ）との間で確立されたバックエンド通信リンク（１
４；１４ａ～１４ｃ）の好ましい方向を適応するように構成される、または、前記ベース
ステーションは、ダイレクト通信リンク（３４）の好ましい方向に沿って信号を送信する
ように構成され、前記制御情報は、前記ベースステーション（４０；４０ａ～４０ｃ）と
前記ユーザー機器（３０；３０ａ、３０ｂ）との間に確立された前記ダイレクト通信リン
ク（３４）の前記好ましい方向に関連していて、前記コントローラ（４６）が前記ダイレ
クト通信リンク（３４）の前記好ましい方向を適応するように構成される、または、前記
制御情報は帯域幅情報に関連し、かつ、前記コントローラ（４６）は前記バックエンド通
信リンク（１４；１４ａ～１４ｃ）の帯域幅を適応させるように構成されること、を特徴
とする請求項８ないし請求項１０のいずれかに記載のベースステーション。
【請求項１２】
　前記制御情報は、前記ベースステーション（４０；４０ａ、４０ｂ）が、前記ユーザー
機器（３０；３０ａ、３０ｂ）、前記ＳＵＤＡＣ（１０；１０ａ～１０ｃ）および前記ベ
ースステーション（４０；４０ａ、４０ｂ）を含むネットワークの構成を組織するように
要求されること、を示す情報を含み、前記構成は、少なくとも前記ベースステーション（
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４０；４０ａ、４０ｂ）、前記ユーザー機器（３０；３０ａ、３０ｂ）または前記ＳＵＤ
ＡＣ（１０；１０ａ～１０ｃ）の送信周波数または送信時間の制御を含むこと、を特徴と
する請求項８ないし請求項１１のいずれかに記載のベースステーション。
【請求項１３】
　前記ベースステーション（４０；４０ａ、４０ｂ）は、前記制御情報に基づいて、およ
び、前記ユーザー機器（３０；３０ａ、３０ｂ）に関連して、反応情報を送信するように
構成され、前記反応情報は、前記ユーザー機器（３０；３０ａ、３０ｂ）または前記ＳＵ
ＤＡＣ（１０；１０ａ～１０ｃ）の送信信号または受信信号の周波数スロットまたは時間
スロットに関連した情報を含むこと、を特徴とする請求項８ないし請求項１２のいずれか
に記載のベースステーション。
【請求項１４】
　前記反応情報は、前記ユーザー機器（３０；３０ａ、３０ｂ）が、現在使われたＳＵＤ
ＡＣ（１０；１０ａ～１０ｃ）を変更するように要求されることを示す情報に関連するこ
と、を特徴とする請求項１３に記載のベースステーション。
【請求項１５】
　前記ベースステーション（４０；４０ａ、４０ｂ）は、ＳＵＤＡＣ（１０；１０ａ～１
０ｃ）に関係したバックエンド通信リンク（１４；１４ａ～１４ｃ）を経て、制御情報を
送信するように構成され、前記制御情報は、前記ＳＵＤＡＣ（１０；１０ａ～１０ｃ）が
、前記バックエンド通信リンク（１４；１４ａ～１４ｃ）を使って、ペイロードデータを
送信することを停止するように要求されることを示すこと、を特徴とする請求項８ないし
請求項１４のいずれかに記載のベースステーション。
【請求項１６】
　前記ベースステーションは、前記ユーザー機器（３０；３０ａ、３０ｂ）に関連した機
器割り当て情報を受信し、前記受信に基づいてベースステーション（４０；４０ａ、４０
ｂ）割り当て情報を送信するように構成される、または、前記ベースステーションは、前
記ベースステーション割り当て情報を送信するようにし、また、前記送信に基づいて前記
ユーザー機器（３０；３０ａ、３０ｂ）に関連した前記機器割り当て情報を受信するよう
に構成され、
　前記機器割り当て情報および前記ベースステーション割り当て情報は、情報が前記ベー
スステーションおよび／または前記ＳＵＤＡＣおよび／または前記ユーザー機器（３０；
３０ａ、３０ｂ）の間で送信されることによって、送信媒体の時間または周波数、空間ま
たはコードの資源の割り当てに関連し、
　前記コントローラ（４６）は、前記ベースステーション、前記ユーザー機器または前記
ＳＵＤＡＣの資源利用のレートが、予め決められた閾値以上であるように、資源割り当て
を決定するように構成されていること、
　を特徴とする請求項８ないし請求項１５のいずれかに記載のベースステーション。
【請求項１７】
　ＳＵＤＡＣ（１０；１０’；１０ａ～１０ｂ）と、
　請求項１ないし請求項７のうちの１つに記載されたユーザー機器（３０；３０ａ、３０
ｂ）と、
　請求項８ないし請求項１６のうちの１つに記載されたベースステーション（４０；４０
ａ、４０ｂ；４０’）と、
　を備えたこと、を特徴とするＳＵＤＡＣシステム（５０；６０；７０；８０；７０’；
９０）。
【請求項１８】
　極高周波を使って前記ベースステーション（４０’）への相互バックエンドリンク（９
４ａ、９４ｂ）を確立するように構成され、および、前記ＳＵＤＡＣ（１０；１０’；１
０ａ～１０ｂ）と前記ユーザー機器（３０；３０ａ、３０ｂ）へのイントラネットワーク
リンク（９６ａ～９６ｉ）を確立するように構成したＢＳ－サイド－ＳＵＤＡＣ（９２ａ
、９２ｂ）をさらに含むこと、を特徴とする請求項１７に記載のＳＵＤＡＣシステム（９
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０）。
【請求項１９】
　前記ＳＵＤＡＣ（１０；１０’；１０ａ～１０ｂ）は、前記ＳＵＤＡＣシステムのため
に利用される送信資源の割り当てを決定するように構成されていること、を特徴とする請
求項１７または請求項１８に記載のＳＵＤＡＣシステム。
【請求項２０】
　極超短波を、ベースステーションとの少なくとも１つのダイレクト通信リンクを確立す
るために使うステップ（２３１０）と、
　極高周波を、ＳＵＤＡＣとの少なくとも１つのフロントエンド通信リンクを確立するた
めに使うステップ（２３２０）と、
　前記ベースステーションに関係したユーザー機器との前記フロントエンド通信リンクを
経て、ユーザー信号を少なくとも部分的に受信するステップ（２３３０）と、
　ユーザー情報信号が、前記ユーザー機器に関連した情報と別の前記ユーザー機器に関連
した情報とを含むように、別のベースステーションに関係した別のユーザー機器から受信
した情報に基づいて、前記ユーザー情報信号を生成するステップ（２３４０）と、
　を備えたこと、を特徴とする、前記ユーザー機器によって信号を送信または受信するた
めの方法（２３００）。
【請求項２１】
　ベースステーションの複数の無線通信インタフェースを、複数の無線通信インタフェー
スの多重アンテナ機能が得られるように制御するステップ（２４１０）と、
　複数の前記無線通信インタフェースのうちの少なくとも１つを経て、制御情報を受信し
、前記制御情報は、前記ベースステーションと通信しているＳＵＤＡＣまたはユーザー機
器に関連するステップ（２４２０）と、
　前記多重アンテナ機能の送信特性を前記制御情報に基づいて適応するステップ（２４３
０）と、
　前記バックエンド通信リンク（１４；１４ａ～１４ｃ）を経て、前記ユーザー機器（３
０；３０ａ、３０ｂ）に関連したペイロード情報を受信するステップであって、前記ユー
ザー機器（３０；３０ａ、３０ｂ）は前記ベースステーション（４０；４０ａ、４０ｂ）
に関連し、前記ペイロード情報はＳＵＤＡＣ（１０；１０ａ～１０ｃ）から受信され、前
記ＳＵＤＡＣは、別のユーザー機器（３９）のペイロード情報に、ピギーバックされたピ
ギーバック情報として、前記ペイロード情報を送信し、前記コントローラ（４６）は、前
記ユーザー機器（３０；３０ａ、３０ｂ）に関連した前記ペイロード情報を取り出すステ
ップと、
を備え、
　別のユーザー機器（３９）は、前記ベースステーション（４０；４０ａ、４０ｂ）では
なく、別のベースステーション（４１）に関係すること、を特徴とする、前記ベースステ
ーションによって信号を送信または受信するための方法（２４００）。
【請求項２２】
　コンピュータプログラムがコンピュータ上で実行されると、請求項２０または請求項２
１に記載の方法を実行するためのプログラムコードを持つコンピュータプログラムをその
上に格納された非一時的記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＳＵＤＡＣ（共有されたユーザー機器側の分配されたアンテナコンポーネン
ト）と、ユーザー機器と、ベースステーションとに関する。また、本発明は、ＳＵＤＡＣ
システムと、信号を転送するための方法と、ユーザー機器またはベースステーションによ
って信号を送信または受信するための方法とに関する。また、本発明は、コンピュータプ
ログラムに関する。また、本発明は、共有されたＵＥ（ユーザー機器）側の分配されたア
ンテナシステム（ＳＵＤＡＳ）のための発見と、資源割り当てと、通信プロトコルとに関
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する。
【背景技術】
【０００２】
　無線ネットワークは、より多くのユーザー、および／または、より多くまたは強化され
たサービス、および／または、より速い送信時間を可能にするために、ネットワークを通
してデータ転送速度とデータ量とを増大させることを目指す。
【０００３】
　既にそれらの展開の間に、（ＬＴＥ‐Ａｄｖａｎｃｅｄのような）現在の４Ｇモバイル
通信システムは、ユーザーに提供できるデータ転送速度の不足に悩まされているように見
える。将来において、ユーザーによって要求されるデータ転送速度が、主にビデオコンテ
ンツの受信のために、かなり増大することが予期される。非線形テレビ／ビデオの消費、
すなわち、その消費のまさしくその瞬間に放送されないビデオコンテンツが増大する傾向
がある。（テレビチャンネルのメディアセンターの提供物のような）その送信後のいくら
か遅れた時点で消費され、および、その消費までユーザー機器（ＵＥ）の中のキャッシュ
の内側に格納される放送コンテンツ以外、ユーチューブビデオのような従来の放送システ
ム（衛星、地上波、ケーブルテレビ）によって簡単に分配できない広大な領域のコンテン
ツがある。同時に、家の中で消費されるコンテンツは、例えば超高精細画質テレビ（ＵＨ
ＤＴＶ）、または、３Ｄコンテンツ（専用の３Ｄ眼鏡を必要とする、または３Ｄ眼鏡を必
要としない）のように、ますます高いデータ転送速度を必要とする。
【０００４】
　さらに、人々は、ますます大きいファイルを交換、すなわちダウンロードおよびアップ
ロードする。これが現在、数メガバイトの写真である場合、人々は、将来、それらのモバ
イル機器から数ギガバイトの完全な映画をダウンロードしようとするだろう。そのような
行動に対して、人々は、ダウンロード時間をできる限り短くしておくことを切望する。そ
の結果、１０ギガビット／秒のオーダーで非常に高いデータ転送速度が、将来の現実的な
要求である。人々は、将来、より広い範囲にクラウドサービスを使おうとするので、人々
がモバイルネットワークのカバー範囲を離れるまたは入る時に、すなわち、それらがオフ
ラインにする前に、および、それらがオフラインの状態から戻った後に、クラウドを持つ
モバイル機器上のコンテンツの速い同期に対してニーズがあるだろう。同期するためのデ
ータ量は、極めて大きい。この全ては、多くの（モバイルおよび固定）機器のために、将
来、非常に高いデータ転送速度での送信が必須とみなされるうることを示す。
【０００５】
　そのような大きいファイルをダウンロードするためにＬＴＥのようなモバイル通信を使
うための選択肢は、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）の採用である。それは、無線
（ＷＬＡＮ、Ｗｉ－Ｆｉ）、または、有線〔イーサネット（登録商標）〕である。しかし
、バックボーンネットワークから家へのラストマイルは、仮に光ファイバー（家へのファ
イバーＦＴＴＨ）が使われる場合を除いて、ギガビット／秒の範囲の要求される高いデー
タ転送速度をサポートできない。しかし、ＦＴＴＨを家に装備するコストは非常に高い。
例えばドイツに限れば、ＦＴＴＨをすべての建物に装備するコストは、約９３０億ユーロ
と見積もられている。従って、私達は、結局、ラストマイルが主に無線接続になると予想
する。これは、ブロードバンドを全ての建物およびその部屋にもたらすためのコストをか
なり低減する。
【０００６】
　さらに、ほとんどの家は、ラストマイルを超えてより遠くで受信されたデータを分配す
るために、専用の有線ＬＡＮ基幹施設〔イーサネット（登録商標）〕を所有していない。
すなわち、ほとんどの家は、それらのアクセスポイント（ＡＰ）によって機器をインター
ネットに接続するために、Ｗｉ－Ｆｉを採用する。ここで、ＡＰはラストマイルの終点を
表す。ギガビット／秒のデータ転送速度に達するために、イーサネット（登録商標）ソケ
ットまたはＡＰの何れかが、全ての家またはオフィスビルの１つ以上または個々の部屋の
中に存在することに気がつくべきである。それゆえ、個々の建物の個々の部屋を接続する
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コストは、建物を接続するための上で述べられた額に追加されなければならない。
【０００７】
　さらに、ネットワークトポロジーの主要な構造は、集中化される（例えばＩＥＥＥ８０
２．１１）か、または分配される（例えば、ＩＥＥＥ８０２．１５において定義されるよ
うなモバイルアドホックネットワーク、それはピコネットとも呼ばれる）。
【０００８】
　集中化されたアーキテクチャ（ハードウエアのベース設計）において、調整装置だけが
発見に対して責任があり、全てのデータ転送量がこの機器を通して転送される。分配され
たシステムにおいて、ピアツーピア通信も存在し、発見はサポートされる。けれども、そ
れは、調整装置から独立している必要はない。
【０００９】
　近く発表されるＩＥＥＥ８０２．１１ａｄ規格は、まだ出版されるまで、集中化された
構造および分配された構造をサポートする。分配された構造は、特別のピアツーピアとし
て、独立の基本的サービスセット（ＩＢＳＳ）および／または個人の基本的サービスセッ
ト（ＰＢＳＳ）とも称される。発見のために、２．１６ＧＨｚ帯域当たり３つの低転送速
度物理層（ＬＲＰ）チャネルが、ビーコン送信のために使われる。図２５は、ＩＥＥＥ８
０２．１１ａｄ規格において提案されるような、チャネルタイプによる周波数割り当てを
示す。ＬＲＰ周波数は固定される。発見は、発見されることを欲する機器によるビーコン
データ送信に基づく。非特許文献１において、ＩＥＥＥ８０２．１１ｂ，ｇ，ｎ送信また
はＩＥＥＥ８０２．１１ａ送信が、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｄ機器を予定して管理するこ
とを助けるために使用されうることが提案される。指向性の中継サービスも、ＩＥＥＥ８
０２．１１ａｄのために計画される。これらは復号方法および転送方法を含む。ＩＥＥＥ
８０２．１１ネットワークは、認証して、または認証無しで、送信のための時分割複信（
ＴＤＤ）を使っている。時間構造の初期の同期は、衝突回避を持つ搬送波感知多重アクセ
ス（ＣＳＭＡ－ＣＡ）を経てなされる。
【００１０】
　非特許文献２において、ＩＥＥＥ８０２．１５において定義されるようなピコネットは
、どのように作成されて管理されるかが、説明されている。ビーコンは、ネットワークの
中の別の機器が時間および周波数において同期する、ピコネットコーディネータ（ＰＮＣ
）によって提供される。非同期の発見および通信として、非特許文献３において説明され
るように、一般に、ＡＬＯＨＡプロトコルのいくつかの実施が使われる。全体のピコネッ
トによって共有される単一のフレーム化構造（スーパーフレーム）が、ＰＮＣにより提供
される。非同期の送信のために一定時間が確保される内に、全ての他の送信がＰＮＣによ
って予定される。動的に、ネットワーク配置を変更するための方法、またはＰＮＣを切り
替えるための方法が、定義される。また、干渉とビーコンとチャネル品質とのための周波
数範囲の走査が、サポートされる。ＰＮＣは、ネットワークの中の単一の使用周波数を決
める（それは、干渉条件に順応するように、時間上変化しうる）。信号の減衰がこの周波
数範囲で非常に高いので、特定のネットワークは、極高周波（ＥＨＦ）帯域を一般に使わ
ず、見通し内（ラインオブサイト、ＬＯＳ）送信だけが可能である。ここで、非特許文献
４はミリ波への拡張を提供する。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【００１１】
【非特許文献１】ＩＥＥＥ８０２．１１－１０／０２５９ｒ０２
【非特許文献２】ＤｒａｆｔＩＥＥＥ　Ｐ８０２．１５．３／Ｄ１７
【非特許文献３】ＩＥＥＥ８０２．１５／３ｃ
【非特許文献４】Ｎｏｒｍａｎ　Ａｂｒａｍｓｏｎ，　ＡＦＩＤＳ　Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃ
ｅ　Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ　（Ｈｒｓｇ．）： Ｔｈｅ ＡＬＨＯＡ Ｓｙｓｔｅｍ － 
Ａｎｏｔｈｅｒ Ａｌｔｅｒｎａｔｉｖｅ ｆｏｒ Ｃｏｍｐｕｔｅｒ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａ
ｔｉｏｎｓ. ３７, ＡＦＩＰＳ Ｐｒｅｓｓ, １９７０, ｐａｇｅｓ. ２８１ -２８５
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【非特許文献５】Ｇｅｒｍａｎ　ｄｏｃｕｍｅｎｔ：　“Ｆｒｅｑｕｅｎｚｖｅｒｔｅｉ
ｌｕｎｇｓｕｎｔｅｒｓｕｃｈｕｎｇ　（ＢＫ１-１１/００１）, Ａｍｔｓｂｌａｔｔ 
Ｎｒ. ２３/２０１１ ｄｅｒ Ｂｕｎｄｅｓｎｅｔｚａｇｅｎｔｕｒ"
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　分配されたモバイルアドホックネットワーク（ＭＡＮＥＴｓ）のための主要な挑戦は、
ルーティングの問題の解決である。このために、受信データは分析される必要があり、少
なくともルーティング関連情報は取り出される必要がある。特定のネットワークは、電力
消費の範囲で通常非常に敏感であり、休眠モードと、ネットワーク情報をまだ保持しなが
ら、休眠モードから回復する方法に洗練されたメカニズムを提供する。ビーム形成の使用
を可能にするために、ネットワークの中の仲間を局地化する実施が存在する。
【００１３】
　上で議論された全ての実現のために、それらが、データ送信の信頼性を示すためのポイ
ントを提供するように設計されることは共通である。これは、異なる計画とデータ取得計
画とによって保証される。例えば、これは全ての機器のための共通制御チャネルである。
【００１４】
　最先端システムの状態において、周波数と時間とコードと空間は、最良方法で共有され
、割り当てられるべき制限された資源と考えられる。それが、現実の中央管理ユニットで
あろうが、ローカルＰＮＣであろうが、１つの機器のためになされる。
【００１５】
　従って、改善されたアプローチが必要である。本発明の目的は、ＳＵＤＡＣ、ベースス
テーション、ユーザー機器、システム、または、上で議論された制限を避けながら、ベー
スステーションからユーザー機器へのダウンリンク、および／または、ユーザー機器から
ベースステーションへのデータ送信のためのアップリンクのための高いデータ転送速度を
可能にする方法を提供することである。
【００１６】
　この目的は独立した請求項の主題により解決される。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　ここで議論される技術は、ベースステーションの方向の、または、ユーザー機器の方向
のＳＵＤＡＣの送信が、ローカルな（ユーザー機器）観点からＳＵＤＡＣのユーザー機器
ドライブ制御に基づいて、および／または、ベースステーションドライブ制御に基づいて
強化されるように、データ通信がＳＵＤＡＣを制御することによって最適化されるという
基本的なアイデアに基づく。
ベースステーションは、ベースステーションの資源がより効率的に利用されるように、ロ
ーカルな観点から、または、資源の使用が全体のネットワーク内で最適化されるように、
ＳＵＤＡＣシステム（ネットワーク）のコンポーネントのうちの複数または全てを考慮し
て、グローバルな観点から制御を実施する。
【００１８】
　実施の形態は、第１無線通信インタフェースと、第２無線通信インタフェースと、プロ
セッサとを備えるＳＵＤＡＣを提供する。第１無線通信インタフェースは、ベースステー
ションと少なくとも１つのバックエンド通信リンクを確立するために、極超短波を使うよ
うに構成されている。第２無線通信インタフェースは、ユーザー機器と少なくとも１つの
フロントエンド通信リンクを確立するために、極高周波を使うように構成されている。プ
ロセッサは、極高周波を極超短波に周波数変換しながら、バックエンド通信リンクを経て
送信されるべき通信信号として、少なくとも部分的に（例えば、ユーザー情報信号のペイ
ロード（ｐａｙｌｏａｄ）部分）、フロントエンド通信リンクを経て受信されたユーザー
情報信号を、転送するように構成される。プロセッサは、さらに、極超短波を極高周波に
周波数変換しながら、フロントエンド通信リンクを経て送信されるべきユーザー情報信号
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として、バックエンド通信リンクを経て受信された通信信号を、代わりに又は追加して転
送するように構成される。プロセッサは、さらに、制御情報をユーザー情報信号から取り
出して、制御情報に基づいて第１または第２無線通信インタフェースの転送パラメータを
制御するように構成されている。転送パラメータは、バックエンド通信リンクまたはフロ
ントエンド通信リンクの、時間または周波数または空間またはコードの資源のうちの少な
くとも１つに関連する。
【００１９】
　プロセッサは、極高周波で受信されたユーザー情報信号を、極超短波の通信信号に周波
数変換するように、および、極高周波の通信信号を、極超短波の通信信号に周波数変換す
るように構成される。代わりに又は追加して、ＳＵＤＡＣは、極高周波で受信されたユー
ザー情報信号をデジタル化するように構成されたアナログ－デジタルコンバータと、極超
短波の通信信号を得るために、デジタル化された通信信号をアナログ化するように構成さ
れたデジタル－アナログコンバータとを含む。ここで、プロセッサは、デジタル化された
ユーザー情報信号に基づいて、デジタル化された通信信号を生成するように構成されてい
る。
【００２０】
　プロセッサが、極高周波で受信されたユーザー情報信号を、極超短波の通信信号に周波
数変換するように、および、極高周波の通信信号を、極超短波の通信信号に周波数変換す
るように構成されるとき、通信信号またはユーザー情報信号のペイロード部分は、単にア
ナログ方法で転送される。これは、ユーザー情報信号および／または通信信号を受信およ
び送信するためのアナログ－デジタルコンバータおよびデジタル－アナログコンバータ無
しで、ＳＵＤＡＣの実施を可能にする。そのようなＳＵＤＡＣは、アナログＳＵＤＡＣ（
ａＳＵＤＡＣ）とも称される。
【００２１】
　信号をデジタル化しない周波数変換に基づく転送は、データ処理に消費する時間が省略
されるので、低価格のＳＵＤＡＣおよび時間遅延の減少を可能にする。ＳＵＤＡＣが、ユ
ーザー情報信号をデジタル化するように構成されたアナログ―デジタルコンバータと、デ
ジタル化された通信信号をアナログ化するように構成されたデジタル－アナログコンバー
タを含むＳＵＤＡＣの実施（デジタルＳＵＤＡＣとも称される－ｄＳＵＤＡＣ）は、信号
の柔軟なフィルタリング、例えば干渉または帯域外ノイズ減少も、例えば、情報の追加も
しくは削除による、変調タイプなどを変更ことの転送プロセスの間、信号を修正するため
に使われることもできる。制御情報は、ラップトップやＰＣや携帯電話や同種のもののよ
うなユーザー機器から受信され、または、ベースステーションから受信されうる。
【００２２】
　別の実施の形態によると、ユーザー機器は、第１無線通信インタフェースおよび第２無
線通信インタフェースを含んで提供される。第１無線通信インタフェースは、ベースステ
ーションと少なくとも１つのダイレクト通信リンクを確立するために、極超短波を使うよ
うに構成されている。第２無線通信インタフェースは、ＳＵＤＡＣと少なくとも１つのフ
ロントエンド通信リンクを確立するために、極高周波を使うように構成されている。ユー
ザー機器は、ダイレクト通信リンクを経て部分的に、そして、フロントエンド通信リンク
を経て少なくとも部分的に、ユーザー信号を受信するように構成されている。ユーザー機
器は、ベースステーション（例えば、ベースステーションはユーザー機器のサービスプロ
バイダーである）に関連し、ユーザー情報信号が、ユーザー機器に関連した情報と別のユ
ーザー機器に関連した情報とを含むように、別のベースステーションに関連した別のユー
ザー機器から受信された情報に基づいて、ユーザー情報信号を生成するように構成されて
いる。
【００２３】
　これは、別のユーザー機器が、ＳＵＤＡＣまたはベースステーションへの自身の通信リ
ンクを維持すること無く、データを、ＳＵＤＡＣおよび／またはベースステーションに送
信するように、ユーザー機器が、別のユーザー機器に、いわゆるピギーバック（ｐｉｇｇ
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ｙｂａｃｋ）モードを提供するという利点を可能にする。さらに、ベースステーションま
たはユーザー機器によって独占的に制御（使用）されるＳＵＤＡＣは、それを制御しない
で、データ転送装置（中継）として使われうる。別のユーザー機器の情報を、ユーザー機
器によって生成されたメッセージまたは信号に挿入することによって、別のユーザー情報
のメッセージのオーバーヘッドは避けられ、その結果、ネットワーク内で転送されたペイ
ロードデータの量が増加するという点で、ネットワークの資源利用が強化される。
【００２４】
　別の実施の形態によると、ベースステーションが提供される。ベースステーションは、
複数の無線通信インタフェースと、例えば、多重入力多重出力機能またはビーム形成機能
のような複数の無線通信インタフェースの多重アンテナ機能が得られるように、複数の無
線通信インタフェースを制御するように構成されたコントローラと、を備える。ベースス
テーションは、複数の無線通信インタフェースのうちの少なくとも１つを経て、制御情報
を受信するように構成されている。制御情報は、ベースステーションと通信しているＳＵ
ＤＡＣまたはユーザー機器に関連している。コントローラは、制御情報に基づいて、多重
アンテナ機能の送信特性を適応するように構成される。
【００２５】
　これは、ベースステーション操作モードが、ＳＵＤＡＣおよび／またはユーザー機器か
らの情報および／または命令に基づいて調整されうる、という利点を可能にする。さらに
、情報は、ＳＵＤＡＣおよび／またはユーザー機器によって、ベースステーションに提供
される。情報は、ベースステーションがネットワークを編成または再編成するように要求
されることを示す。両方のオプションは、資源割り当てという点でネットワーク効率の増
加を可能にする。
【００２６】
　別の実施の形態によると、ＳＵＤＡＣシステム（ＳＵＤＡＳ）が提供される。ＳＵＤＡ
Ｃシステムは、ＳＵＤＡＣとベースステーションとユーザー機器とを備える。
【００２７】
　別の実施の形態によると、信号の転送の方法、および、ユーザー機器またはベースステ
ーションによって信号を送信または受信する方法が提供される。
【００２８】
　別の実施の形態によると、それらの方法のためのコンピュータプログラムが提供される
。
【００２９】
　本発明の実施の形態は、図面を参照しながら、後に続いて議論される。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】図１は、実施の形態に従って、共有されたユーザー機器側の分配されたアンテナ
コンポーネントであるＳＵＤＡＣの概略ブロック図である。
【図２】図２は、実施の形態に従って、図１において示されたＳＵＤＡＣと比較したとき
に修正され、２つのフィルタを含むＳＵＤＡＣの概略ブロック図である。
【図３ａ】図３ａは、実施の形態に従って、ベースステーションに対するダイレクト通信
リンクと、ＳＵＤＡＣに対するフロントエンド通信リンクとを維持するユーザー機器の概
略ブロック図である。
【図３ｂ】図３ｂは、ＳＵＤＡＣが、ベースステーションに対する第１バックエンド通信
リンクと、別のベースステーションに対する第２バックエンド通信リンクとを確立するよ
うに構成された概略ブロック図である。
【図４】図４は、実施の形態に従って、バックエンド通信リンクを経てＳＵＤＡＣと通信
するように、および、ダイレクト通信リンクを経てユーザー機器に通信するように構成さ
れたベースステーションの概略ブロック図である。
【図５】図５は、実施の形態に従うＳＵＤＡＣシステムの概略ブロック図である。
【図６】図６は、実施の形態に従って、２つのユーザー機器と、ＳＵＤＡＣと、２つのベ
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ースステーションとを含むＳＵＤＡＣシステムの概略ブロック図である。
【図７】図７は、実施の形態に従って、ユーザー機器を含むＳＵＤＡＣシステムの概略ブ
ロック図である。３つのＳＵＤＡＣは、異なる位置に配置される。２つのＳＵＤＡＣの間
の見通しは、壁によって妨げられる。
【図８】図８は、実施の形態に従って、図７のＳＵＤＡＣシステムと比較したときに修正
されるＳＵＤＡＣシステムの概略ブロック図である。
【図９】図９は、極高周波を使って、ベースステーションとの相互バックエンド通信リン
クを確立するように構成された、第１および第２ＢＳ－サイド－ＳＵＤＡＣを含むＳＵＤ
ＡＣシステムの概略ブロック図である。
【図１０】図１０は、２つのユーザー機器および２つのＳＵＤＡＣを含むＳＵＤＡＣシス
テムの概略ブロック図である。ＳＵＤＡＣからベースステーションへのバックエンド通信
リンクは、不動作である。
【図１１】図１１は、実施の形態に従って、ユーザー機器とＳＵＤＡＣとの間の通信、特
にペイロードおよびステータス／制御チャネル関係を示す。
【図１２】図１２は、実施の形態に従って、ＳＵＤＡＣとユーザー機器との間の通信リン
クの極高周波において実施しうる複数のランデブチャネルの概略ブロック図である。
【図１３】図１３は、実施の形態に従って、２つのベースステーションだけでなく、ＳＵ
ＤＡＣと、２つのユーザー機器とから成るＳＵＤＡＣシステムの概略ブロック図である。
【図１４ａ】図１４ａは、実施の形態に従って、ユーザー機器とＳＵＤＡＣの制御／ステ
ータスチャネルとの関係の模式図である。
【図１４ｂ】図１４ｂは、実施の形態に従って、ループバック反応が２つのパイロットシ
ンボルの間に挿入されるＳＵＤＡＣの再送信の模式図である。
【図１５ａ】図１５ａは、実施の形態に従って、アップロード方向のバックエンド通信リ
ンクへのフロントエンド通信リンクの変換を示す。
【図１５ｂ】図１５ｂは、実施の形態に従って、ダウンリンク方向のＳＵＤＡＣの変換を
示す。
【図１６ａ】図１６ａは、実施の形態に従って、図１３ａおよび図１３ｂと比較したとき
、修正される状況を示す。ペイロードのための帯域幅は、より大きい。
【図１６ｂ】図１６ｂは、送信方向が入れ替わった、図１６ａに従う状況を示す。
【図１７ａ】図１７ａは、実施の形態に従って、送信媒体の正規の割り当てとピギーバッ
ク割り当てとの間の比較を示す。
【図１７ｂ】図１７ｂは、実施の形態に従って、送信媒体の正規の割り当てとピギーバッ
ク割り当てとの間の比較を示す。
【図１７ｃ】図１７ｃは、実施の形態に従って、送信媒体の正規の割り当てとピギーバッ
ク割り当てとの間の比較を示す。
【図１７ｄ】図１７ｄは、実施の形態に従って、送信媒体の正規の割り当てとピギーバッ
ク割り当てとの間の比較を示す。
【図１８】図１８は、実施の形態に従って、ステータス／制御チャネルに埋め込まれる同
期シンボルの使用を示す。
【図１９】図１９は、実施の形態に従って、ステータス／制御チャネルの信号データのセ
クションの異なるタイプを示す。
【図２０ａ】図２０ａは、実施の形態に従って、ＳＵＤＡＣのフィルタの概略実施を示す
。
【図２０ｂ】図２０ｂは、実施の形態に従って、個々のペイロードチャネルの外側で、個
々に周波数を減衰する２つのフィルタによるフィルタリングの実現化を示す。
【図２１】図２１は、ドイツのＬＴＥの場合の極超短波での周波数割り当ての概略図であ
る。
【図２２】図２２は、実施の形態に従って、信号の転送のための方法の概略フローチャー
トである。
【図２３】図２３は、実施の形態に従って、ユーザー機器によって信号を送信または受信
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するための方法の概略フローチャートである。
【図２４】図２４は、実施の形態に従って、ベースステーションによって信号を送信また
は受信するための方法の概略フローチャートである。
【図２５】図２５は、従来の技術に従って、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｄ規格において提案
されるチャネルタイプによる周波数割り当てを示す。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　以下において、本発明の実施の形態は、より詳細に説明される。同一の符号は、その説
明が交換可能または相互に適用可能であるように、同一のまたは同様な機能を持っている
対象に提供される。
【００３２】
　以下において、言及は極超短波および極高周波に対してされる。極超短波は、少なくと
も３００ＭＨｚから６ＧＨｚまでの範囲の周波数に関連する。極高周波は、少なくとも３
０ＧＨｚから最高３００ＧＨｚまでの範囲の周波数に関連し、好ましくは、５７ＧＨｚと
６４ＧＨｚとの間の範囲の周波数を利用する、いわゆる６０ＧＨｚ帯域に関連する。極超
短波は、例えば、ＧＳＭ（登録商標）および／またはＬＴＥ（ロング・ターム・エボリュ
ーション）などのモバイル通信ネットワークにおいて使われ、データを、モバイル機器に
、または、モバイル機器から、および、別のモバイル機器またはベースステーションから
転送するのに適している。極高周波帯域などの他の周波数帯域は、より高い帯域幅を提供
するけれども、そのような周波数で送信された波（いわゆるミリメートル波）は、高い減
衰から被害を受ける。その結果、見通し内（ＬＯＳ）通信は、通信仲間の間で、信頼でき
るデータ転送を可能にすることが好まれる。
【００３３】
　以下において、用語「ビーコン」は、ＳＵＤＡＳと、その機器構成と、参照データ（＝
パイロット）とについてのＥＨＦ帯域主情報の中の制御チャネルに関連する。用語「ペイ
ロード」は、ＢＳからＵＥに（逆もまた同様）、ＳＵＤＡＳを経て中継された信号に関連
する。用語「フロントエンド」は、ＥＨＦ（約６０ＧＨｚ）帯域での通信に関連する。用
語「バックエンド」は、ｓ６Ｇ（サブ６ＧＨｚ、すなわち６ＧＨｚ未満）帯域での通信に
関連する。
【００３４】
　以下において、言及は、最初、実施の形態に従って、ＳＵＤＡＣ（共有されたユーザー
機器側の分配されたアンテナコンポーネント）に対してなされる。ＳＵＤＡＣは、簡素化
されて表現されるとき、受信されたデータ信号を再送信しながら、および／または、信号
を１つの周波数範囲から別の周波数範囲に（逆もまた同様である）周波数変換しながら、
データ信号を極超短波および／または極高周波で送信するように構成された信号反復機器
とみなされうる。その後、言及は、別の実施の形態に従って、ユーザー機器に対してなさ
れる。その後、実施の形態に従ってＳＵＤＡＣとユーザー機器とベースステーションとを
備えるＳＵＤＡＣシステムが説明される前に、言及は、別の実施の形態に従って、ベース
ステーションに対してなされる。
【００３５】
　図１は、共有されたユーザー機器側の分配されたアンテナコンポーネント、すなわち信
号を周波数変換しながら、信号を転送するための装置であるＳＵＤＡＣ１０の概略ブロッ
ク図を示す。ＳＵＤＡＣ１０は、ベースステーション４２から受信されるべき通信信号４
２ａを送信すること、および、ベースステーション４０から通信信号４２ｂを受信するこ
とによって、ベースステーション４０と少なくとも１つのバックエンド通信リンク１４を
確立するために、極超短波を用いるように構成される第１無線通信インタフェース１２を
含む。バックエンド通信リンク１４は、ベースステーション４０からＳＵＤＡＣ１０へ（
ダウンリンク）、または、ＳＵＤＡＣ１０からベースステーション４０へ（アップリンク
）の一定方向のデータリンクである。あるいは、バックエンド通信１４は、アップリンク
およびダウンリンクの両方とも実施する双方向のデータリンクである。
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【００３６】
　ＳＵＤＡＣ１０は、ユーザー機器３０から受信されるべきユーザー情報信号３２ａを送
信すること、および、ユーザー機器３０からユーザー情報信号３２ｂを受信することによ
って、ユーザー機器３０と少なくとも１つのフロントエンド通信リンク１８を確立するた
めに、極高周波を用いるように構成される第２無線通信インタフェース１６を含む。バッ
クエンド通信リンク１４に対して記述されたように、フロントエンド通信リンク１８は、
一定方向のリンク（アップリンクまたはダウンリンク）または双方向のリンクである。
【００３７】
　ＳＵＤＡＣ１０は、バックエンド通信リンク１４を経て変換されて送信されるべき通信
信号４２ａの少なくとも一部として、フロントエンド通信リンク１８を経て受信されたユ
ーザー情報信号３２ｂを、少なくとも部分的に転送するように構成されるプロセッサ２２
を含む。プロセッサ２２は、フロントエンド通信リンク１８において実施された極高周波
を、バックエンド通信リンク１４において実施された極超短波に周波数変換するように構
成され、および、ユーザー情報信号３２ｂに基づいて通信信号４２ａを少なくとも部分的
に送信するように構成される。変換は、例えば、信号の受信に基づき、そして、新しい信
号の生成に基づく。代わりに、または追加して、受信された信号は、異なるキャリアに受
信された信号の復調および変調に基づいて変換される。ユーザー機器は、ベースステーシ
ョンと共に、部分的に（そして、ダイレクト通信リンク３４を経て部分的に）、または、
フロントエンド通信リンク１８およびバックエンド通信リンク１４を経て完全に（すなわ
ち、ダイレクト通信リンク３４は確立されない）、情報を交換する。受信されたユーザー
情報信号３２ｂは、ベースステーション４０に転送されるべき部分（ペイロード）および
制御情報２４を含む。
【００３８】
　ＳＵＤＡＣ１０は他のハードウェアから独立の機器である。あるいは、ＳＵＤＡＣ１０
は、（電燈）スイッチや建物の中のプラグソケットや車の中の機器などの別の機器に組み
込まれてもよい。ＳＵＤＡＣ１０は、携帯電話やルータなどの別の無線通信機器の一部で
あってもよい。ＳＵＤＡＣ１０は、１つより多いベースステーションにバックエンド通信
リンク１４を確立できる、および／または、ベースステーション４０に複数のバックエン
ド通信リンク１４を一度に確立できる。代わりに、または追加して、ＳＵＤＡＣ１０は、
ユーザー機器３０に１つより多いフロントエンド通信リンク１８を確立できる、および／
または、より多いユーザー機器にフロントエンド通信リンク１８を確立できる。
【００３９】
　ＳＵＤＡＣ１０は、ペイロードに基づいて、かつ、制御情報２４無しで、または、（こ
とによると、異なる、または変化した）制御情報２４で、通信信号４２ａを送信するよう
に構成される。代わりに、または追加して、受信された通信信号４２ｂは、ペイロードと
、任意で制御情報２４とを含む。ＳＵＤＡＣ１０は、ペイロードに基づくと共に、生成さ
れた又は修正された制御情報２４に基づいて、ユーザー情報信号３２ａを送信するように
構成されうる。簡単に言うと、制御情報２４は、ユーザー機器３０とＳＵＤＡＣ１０との
間、および／または、ＳＵＤＡＣ１０とベースステーション４０との間の情報を示すため
のポイントとして、（一定方向にまたは双方向に）送信されうる。ペイロードは、ベース
ステーション４０からＳＵＤＡＣ１０を経て、ユーザー機器３０に転送される。逆もまた
同様である。
【００４０】
　これによって、間接的なデータリンクは、ＳＵＤＡＣ１０を経て、ユーザー機器３０と
ベースステーション４０との間で実施されうる。それは、ユーザー機器３０の視点から、
アップリンク接続である。
【００４１】
　プロセッサ２２は、さらに、フロントエンド通信リンク１８を経て送信されるべきユー
ザー情報信号３２ａとして、バックエンド通信リンク１４を経て受信された通信信号４２
ｂを転送するように構成されている。プロセッサ２２は、極超短波を極高周波に周波数変
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換するように構成されている。これは、ユーザー機器３０とベースステーション４０との
間の別の間接データ通信リンクを可能にする。それは、ユーザー機器３０の観点からダウ
ンリンク接続である。プロセッサ２２は、さらに、復号化および／または符号化などの別
の処理を信号に適用するように構成されている。
【００４２】
　プロセッサ２２は、制御情報２４をユーザー情報信号３２ｂおよび／または通信信号４
２ｂから取り出し、制御情報２４に基づいて第１または第２無線通信インタフェース１２
又は１６の転送パラメータを制御するように構成される。代わりまたは追加して、プロセ
ッサは、また、制御情報２４を、送信または転送されるべき信号と結合するように構成さ
れうる。例えば、転送されるべき通信信号４２ｂの部分は、ユーザー情報信号３２ａが、
通信信号の一部（ペイロード）と制御情報とを含むように、制御情報２４と結合されうる
。
【００４３】
　制御情報２４は、例えば、ユーザー情報信号３２ｂのヘッダーまたは予め決定された部
分の中に組み入れられるとき、ユーザー情報信号３２ｂを経て受信される。代わりにまた
は追加して、ＳＵＤＡＣ１０も、制御情報を通信信号３２ｂから受信して取り出すように
構成されうる。制御情報２４は、例えば、送信能力、変調計画および／またはＳＵＤＡＣ
１０によって利用される資源に関連したパラメータである。ＳＵＤＡＣ１０は、時分割複
信（ＴＤＤ）および／または周波数分割複信（ＦＤＤ）および／または空間分割複信（Ｓ
ＤＤ）という点で送信媒体を利用するように実施される。従って、制御情報２４は、ＳＵ
ＤＡＣ１０によって、特に、無線通信インタフェース１２および／または１６によって利
用されるべき周波数および／またはコードおよび／または空間および／または時間スロッ
ト（資源）に関連される。
【００４４】
　プロセッサ２２は、ユーザー情報信号３２ｂを通信信号４２ａに周波数変換するように
、および、通信信号３２ｂを通信信号３２ａに周波数変換するように構成される。
【００４５】
　代わりまたは追加して、図２を参照して説明すると、ＳＵＤＡＣ１０は、受信された信
号３２ｂ又は４２ｂをデジタル化し、そして、デジタル化された信号を処理および／また
は評価および／または操作（修正）し、そして、その後、信号をアナログ化して送信する
ことを可能にするアナログ－デジタルコンバータ（ＡＤＣ）とデジタル－アナログコンバ
ータ（ＤＡＣ）を含む。ユーザー情報信号３２ａおよび／または通信信号４２ａは、限定
された資源の利用が強化されるように、適応される（修正される）ので、これは資源活用
について高い柔軟性を可能にする。ＡＤＣおよびＤＡＣを含むデジタルフロントエンドを
含むＳＵＤＡＣは、デジタルＳＵＤＡＣ（ｄＳＵＤＡＣ）とも称される。
【００４６】
　仮に、ＳＵＤＡＣ１０が、上述されたＡＤＣおよびＤＡＣ無しで実現されるならば、Ｓ
ＵＤＡＣ１０は、アナログの方法で周波数変換および信号転送を実施し、従って、アナロ
グＳＵＤＡＣ（ａＳＵＤＡＣ）と称される。
【００４７】
　ＳＵＤＡＣ１０は、受信および／または送信された信号３２ａおよび／または３２ｂお
よび／または４２ａおよび／または４２ｂをフィルタリングするためのフィルタを含む。
フィルタは、デジタルフィルタまたはアナログフィルタとして実施される。アナログフィ
ルタは、無線通信インタフェースのミキサー段階および使用されたアンテナにおいて、暗
黙に部分的に実施される。ペイロードチャネルとステータス／制御チャネルとの間の周波
数分離の場合、制御情報２４は狭周波数帯域フィルタによって取り出される。ＳＵＤＡＣ
は、制御情報がＳＵＤＡＣ１０によって評価されるように、取り出された制御情報２４を
デジタル化するための（狭周波数帯域）ＡＤＣを含む。さらに、ＳＵＤＡＣ１０は、送信
される制御情報をアナログ化するための（狭周波数帯域）ＤＡＣを含む。
【００４８】
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　フロントエンド通信リンク１８およびバックエンド通信リンク１４は、ダイレクト通信
リンク３４を維持する、ユーザー機器３０とベースステーション４０との間の通信をサポ
ートするサポートリンクである、いわゆる中継リンクを一緒に形成する。ユーザー機器３
０が携帯電話であるとき、ダイレクト通信リンク３４は、例えば携帯電話とベースステー
ションとの間の正規のモバイル通信リンクである。ユーザー機器３０は、モバイル通信ネ
ットワークの通信のために構成された携帯機器または固定機器である。例えば、ユーザー
機器３０は、ラップトップおよび／または携帯電話（特に、いわゆるスマートフォン）お
よび／またはタブレットコンピュータおよび／またはＰＣおよび／またはテレビ機器およ
び／またはラジオ機器である。
【００４９】
　ベースステーション４０は、データ通信のようなサービスをユーザー機器３０に提供す
るように構成され、そして、例えば、複数の送信アンテナから成る送信アンテナ塔である
。あるいは、ベースステーション４０は、それぞれが少なくとも１つの送信アンテナを含
む複数の送信アンテナ塔として実施され、そして、複数の送信アンテナ塔を利用する１つ
の仮想ベースステーションを実施するように制御される。いくつかの送信アンテナ塔は、
ベースステーションネットワークグループ、すなわち、サービスプロバイダーの異なる送
信ノードを形成する。従って、ベースステーション４０は、多重アンテナ機能（多重入力
多重出力－ＭＩＭＯ）を実施する。例えば、ビーム方向に沿って送信品質を強化するため
のビーム形成機能、および／または、空間多重化機能、すなわち個々の無線通信インタフ
ェース（アンテナ）が、独立した信号を送信するように構成される。アンテナ多様性の利
用、および／または、空間－時間－符号化機能、すなわち連続するシンボル信号を送信す
ることは、無線通信インタフェースによって送信される。ここで、信号は、利用されたコ
ードに基づいて互いに関連する。これは、複数または多重の通信リンクを、複数または多
重の他の機器に維持することを可能にする。従って、ＳＵＤＡＣは、ユーザー機器３０お
よび／または別のユーザー機器の仮想アンテナとして、モバイル通信ネットワークに組み
込まれる。これは、ユーザー機器３０とベースステーション４０との間の接続が強化され
るように、ベースステーション４０が、ユーザー機器３０の「正規の」アンテナおよび別
の（仮想の）アンテナを利用するために、その通信をユーザー機器３０に適応することを
可能にする。あるいは、ユーザー機器３０とベースステーション４０との間の通信が、例
えばダイレクト通信リンク３４が例えば建物の内側で失われるとき、中継リンクを経て完
全に提供される。
【００５０】
　ユーザー機器３０は外部アンテナとしてＳＵＤＡＣ１０を利用し、すなわち、ユーザー
機器３０はＳＵＤＡＣを制御し、そして、その外部アンテナについてベースステーション
４０に知らせる。１つの実施の形態によると、ＳＵＤＡＣ１０は、一度に１つのユーザー
機器によって制御されるだけである。別の実施の形態によると、別のユーザー機器は、Ｓ
ＵＤＡＣ１０を制御することを要求する。ＳＵＤＡＣ１０は、ＳＵＤＡＣを制御すること
を要求するユーザー機器３０の間で、その機能を共有するように構成される。例えば、最
初に、ＳＵＤＡＣは第１ユーザー機器によって利用され、別の時間に、ＳＵＤＡＣは別の
ユーザー機器によって利用される。代わり、または追加して、周波数または空間またはコ
ード領域は、ユーザー機器の間で共有される。
【００５１】
　フロントエンド通信リンク１８で極高周波を利用するＳＵＤＡＣ１０は、複数のフロン
トエンド通信リンクのために、複数のユーザー機器の通信を強化することを可能にする。
従って、ＳＵＤＡＣ１０は、複数のユーザー機器に対して複数のフロントエンド通信リン
クを維持するように、および／または、異なるベースステーションまたはベースステーシ
ョンネットワークグループにおいて、複数のベースステーションに対して複数のバックエ
ンド通信リンク１４を維持するように構成される。ここで、異なるベースステーションま
たはベースステーションネットワークグループは、異なるネットワークプロバイダーに関
連する。すなわち、ＳＵＤＡＣ１０は、異なるプロバイダーのベースステーションまたは
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ベースステーションネットワークグループに通信して、個々のデータ信号を転送するよう
に構成される。
【００５２】
　図２は、ＳＵＤＡＣ１０と比較して修正され、そして、デジタルフィルタ２５ａとフィ
ルタ２５ｂとを含むＳＵＤＡＣ１０’の概略ブロック図である。フィルタ２５ａおよび／
または２５ｂは、例えば、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）やデジタ
ル信号プロセッサ（ＤＳＰ）やマイクロコントローラなどとして実施される。フィルタ２
５ａは、ユーザー情報信号３２ｂをフィルタリングするように構成される。フィルタ２５
ｂは、通信信号４２ｂをフィルタリングするように構成される。ＳＵＤＡＣ１０’は、そ
こからデジタル化されたバージョンを得るために、フィルタをかけられたユーザー情報信
号３２ｂをデジタル化するためのＡＤＣ２６ａを含む。ＳＵＤＡＣ１０’は、フィルタを
かけられた通信信号４２ｂをデジタル化するためのＡＤＣ２６ｂを含む。さらに、ＳＵＤ
ＡＣ１０’は、ＤＡＣ２８ａとＤＡＣ２８ｂとを含む。ＤＡＣ２８ａは、プロセッサ２２
’から得られ、かつ、ＡＤＣ２６ｂによってデジタル化された信号に基づいた信号をアナ
ログ化するように構成される。従って、プロセッサ２２’は、通信信号４２ｂのデジタル
化されたバージョンを修正するように構成される。ＤＡＣは、プロセッサ２２’によって
処理されるＡＤＣ２６ａから得られた信号をアナログ化するように構成される。通信信号
４２ｂおよび／またはユーザー情報信号３２ｂのデジタル化されたバージョンの修正は、
ユーザー機器３０を経て、例えば以下に説明される、いわゆるピギーバック機能を使って
、別のユーザー機器から間接的に受信された信号の挿入または抽出を含む。簡単に言うと
、ユーザー機器３０は、別のユーザー機器によって中継器として利用される。多重のユー
ザー機器は、ＳＵＤＡシステム（ＳＵＤＡＳ）を構築する。
【００５３】
　フィルタ２５ａおよびフィルタ２５ｂは、アナログまたはデジタルの周波数順応プレセ
レクタフィルタとして実施され、干渉を抑制することを可能にする。それが、別のフロン
トエンド通信リンクおよび／またはバックエンド通信リンクを維持するための別の無線通
信インタフェースを含むとき、干渉は、同じ周波数範囲で通信する他の通信仲間から、お
よび／または、ＳＵＤＡＣ自身から生じる。
【００５４】
　あるいは、バックエンド通信リンクおよび／またはフロントエンド通信リンクは、それ
ぞれのリンクの周波数範囲が分割されるように実施される。すなわち、周波数範囲の仕切
られた部分の間の干渉が、減少または最小化されるように、フィルタリングすることによ
って仕切られる。フィルタ２５ａおよび／または２５ｂがデジタルフィルタから成るとき
、これは、低コストおよび低い空間要件で、時間変形フィルタリングすることを可能にす
る。
【００５５】
　ＳＵＤＡＣ１０’は、ＡＤＣ２６ａおよびＡＤＣ２６ｂと、ＤＡＣ２８ａおよびＤＡＣ
２８ｂとを含む、いわゆるｄＳＵＤＡＣである（デジタルフロントエンド）。ユーザー情
報信号３２ｂおよび／または通信信号４２ｂのデジタル処理は、ペイロードチャネルの中
の図１に記載された制御情報２４を含むことを可能にする。すなわち、制御情報は、転送
されるべきデータとして、同じ周波数を経て送信される。すなわち、制御情報は、異なる
時間（ｔ）／周波数（ｆ）－資源ブロックの中のペイロードチャネルの中に含まれる。プ
ロセッサ２２は、デジタル領域の中の制御情報２４を分析するように構成される。対比に
おいて、アナログＳＵＤＡＣは、ペイロードチャネルが、アナログ－デジタルコンバータ
およびデジタル－アナログコンバータを使わないで、純粋なアナログ方法で転送されるよ
うに、信号を転送する。
【００５６】
　すなわち、ａＳＵＤＡＣとｄＳＵＤＡＣとの間の主要な違いは、信号のフィルタリング
がデジタル領域でできると、ｄＳＵＤＡＣのペイロード帯域幅が、より柔軟に処理できる
ことである。これは、基本的に、ａＳＵＤＡＣが異なるフィルタ実施の間で物理的に切り
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替える必要がある間、フィルタ係数が交換されることを意味している。さらに、ｄＳＵＤ
ＡＣは、キャリア周波数距離を変更することによって、異なるキャリアを集めることがで
きる。ｄＳＵＤＡＣは、共通のネットワーク時計に同期することができる。これは、ｄＳ
ＵＤＡＣが、移相シフトを、少なくとも１つがｄＳＵＤＡＣである２つのＳＵＤＡＣを使
うことによって一種類のビーム形成を提供することを可能にするペイロードに、適用する
ことを可能にする。これは、両方のＳＵＤＡＣが、極超短波（例えば６ＧＨｚ未満）で同
じペイロード信号を受信し、同じ極高周波（例えば６０ＧＨｚの範囲）でそれを送信する
ことを意味する。正しい移相シフトを適用することによって、両方の信号は建設的に干渉
する。さらに、ｄＳＵＤＡＣは、ＴＤＤからＦＤＤへ（逆もまた同様）のペイロードデー
タ通信モードを変更する。ｄＳＵＤＡＣは、フロントエンド通信リンクにおけると同様の
、バックエンド通信リンクにおける発見および獲得方法を提供する。ｄＳＵＤＡＣは、フ
ロントエンドリンク信号およびバックエンドリンク信号のために、圧縮および転送方法と
、復号および転送方法とを提供する。
【００５７】
　例えば、プロセッサ２２’が、受信されたユーザー情報信号３２ｂを圧縮して転送する
ように構成されるとき、通信信号４２ａを得るために適用される圧縮転送速度は、例えば
、チャネル評価および干渉回避による別の情報または冗長情報に基づいて、含まれるオー
バーヘッドの転送速度に依存するプロセッサ２２’ によって変えられる。
【００５８】
　図３は、ベースステーション４０に対するダイレクト通信リンク３４と、ＳＵＤＡＣ１
０に対する、あるいはＳＵＤＡＣ１０’ に対するフロントエンド通信リンク１８と、を
維持するユーザー機器３０の概略ブロック図を示す。ユーザー機器３０は、信号処理する
ように構成されたプロセッサ３１を含む。ユーザー機器３０は、ダイレクト通信リンク３
４を確立するために極超短波を用いるように構成された第１無線通信インタフェース３６
を含む。ユーザー機器３０は、フロントエンド通信リンク１８を確立するために極高周波
を用いるように構成された第２無線通信インタフェース３７をさらに含む。ユーザー機器
３０は、ユーザー信号、例えば、ダイレクト通信リンク３４を経て部分的に、かつ、フロ
ントエンド通信リンク１８を経て少なくとも部分的にダウンロードされるべきデータを受
信するように構成されている。上述のように、ＳＵＤＡＣ１０は、ユーザー機器３０の間
隔をおいて配置されたアンテナのように、別の無線通信インタフェースとして利用される
。従って、ユーザー機器３０に送信されるべきベースステーション４０のデータが、ダイ
レクト通信リンク３４を経て部分的に送信され、そして、フロントエンド通信リンク１８
を経て少なくとも部分的に、または完全に送信される。それは、ＳＵＤＡＣ１０が、通信
信号４２ｂを受信して、フロントエンド通信リンク１８を経てユーザー情報信号３２ｂの
形式でユーザー信号を転送することを意味する。ユーザー機器３０は、ベースステーショ
ン４０に関連する。例えば、ベースステーション４０は、それがモバイル通信またはデー
タサービスプロバイダーから知られるので、サービスをユーザー機器３０に提供するサー
ビスプロバイダーによって操作される。
【００５９】
　ユーザー機器３０は、データをベースステーション４０または別のベースステーション
に送信することも要求する別のユーザー機器３９から、ダイレクト通信を経て信号３８を
受信するように構成されている。例えば、ユーザー機器３９は、それが関連する、および
／または、それがＳＵＤＡＣ１０によって通信の向上も要求するベースステーションに対
するダイレクト通信リンクを維持することができない。ＳＵＤＡＣ１０が、ユーザー機器
３０によって利用される、すなわち、制御されるとき、ＳＵＤＡＣ１０は、ユーザー機器
３９によって制御されることが不可能または否定されて、ユーザー機器３９によって要求
される通信向上を実施することが不可能または否定される。従って、ユーザー機器３９は
、データ信号３８を、それをＳＵＤＡＣ１０に少なくとも部分的に転送するユーザー機器
３０に、ダイレクト通信リンクを経て送信する。あるいは、フロントエンド通信リンク１
８は、ランダムアクセスチャネルを含む。すなわち、利用される資源の一部は、ユーザー
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機器３９のような第３者によって利用されるように開かれる。ＳＵＤＡＣ１０が、ランダ
ムアクセスチャネルを利用するユーザー機器３９によって送信されたデータ信号３８を受
信するとき、ＳＵＤＡＣ１０は、ユーザー機器３０が、ＳＵＤＡＣ１０を経て（間接的な
）リンクによってユーザー機器３９からデータを受信するように、データ信号３８’（ユ
ーザー情報信号）として、データ信号３８を単に再送信する。ユーザー機器３０は、ユー
ザー機器３０が送信することを望む（要求する）データ（アップロードデータ）に基づい
て、かつ、別のユーザー機器３９から受信した情報に基づいて、ユーザー情報信号３２ａ
を生成するように構成される。
【００６０】
　これは、ユーザー機器３０が、情報にユーザー機器３９から受信した情報を含む、また
は、それ自身の情報と結合して、両方の情報をＳＵＤＡＣ１０に送信する、いわゆるピギ
ーバックモードを可能にする。これも、別のユーザー機器３９の通信モードとみなされる
。ＳＵＤＡＣ１０は、ピギーバック情報を、ベースステーション４０または別のベースス
テーション４１のいずれか一方に送信する。ベースステーション４０は、ベースステーシ
ョン４０または別のベースステーション４１に関連するユーザー機器３９の情報から、ベ
ースステーション４０に関係するユーザー機器３０からの情報を分離するように構成され
ている。後者の場合において、ベースステーション４０は、別のユーザー機器３９からの
情報を、別のベースステーション４１に送信するように構成されている。すなわち、ベー
スステーション４０は、バックエンド通信リンクおよびＳＵＤＡＣ１０を経て、ユーザー
機器３０に関連した（例えばペイロードチャネルの中の）情報を受信するように構成され
ている。ユーザー機器はベースステーションに関連する。ＳＵＤＡＣは、情報に対してピ
ギーバックされたピギーバック情報として、その情報を送信する。代わりに、または追加
して、ユーザー機器３０は、１つ以上のキャリアを利用するように、すなわち、１つ以上
のフロントエンド通信リンクおよび／またはダイレクト通信リンクを確立するように構成
されている。ピギーバック機能は、その時、別の情報が別の通信リンクに関連するように
実施されて、ユーザー機器３０の別の通信リンクによってピギーバックされる。単一のフ
ロントエンド通信リンクは、ａＳＵＤＡＣによって分離され、および／または集められた
複数のまたは多重のキャリアを含む。ｄＳＵＤＡＣの場合、「広い」通信リンクは、すべ
ての情報を含むことが実現されて、単一のフロントエンド通信リンクが複数のまたは多重
のバックエンド通信リンクにマップ（ｍａｐ）されるように、および／または、単一のバ
ックエンド通信リンクが複数のまたは多重のフロントエンド通信リンクにマップされるよ
うに、ｄＳＵＤＡＣによって分離されて、および／または集められる。
【００６１】
　これは、仮にユーザー機器が、そのベースステーションに対してダイレクト通信を維持
しなくても、および／または、制御情報についてデータオーバーヘッドを減らしても、ベ
ースステーションに対するユーザー機器の通信を可能にする。ピギーバックモードにおい
て、ユーザー機器３０およびユーザー機器３９に関連した両方の情報は、制御情報を含む
ように構成された個々の制御チャネルに関係する、１つのペイロードチャネルの中に含ま
れる。これは、別のユーザー機器の情報を送信するために、別の制御チャネルの割り当て
が避けられ、その結果、利用されている個々の資源が、他のサービスのために省略して使
用されることを意味する。
【００６２】
　代わりに、または追加して、ＳＵＤＡＣ１０は、別のユーザー機器３９に対するダイレ
クト通信リンク（すなわち、別のフロントエンド通信リンク）を確立するように構成され
ている。これにより、別のユーザー情報に関連した情報が、ＳＵＤＡＣ１０を経て受信さ
れる。ＳＵＤＡＣ１０は、その時、別のユーザー機器と関連した情報を、ユーザー機器３
０と関連した情報に対してピギーバッキングすることによって、ユーザー機器３０に関連
した情報および別のユーザー機器３９に関連した情報に基づいて、通信信号４２を生成す
るように構成されている。
【００６３】
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　図３ｂは、ＳＵＤＡＣ１０の第１無線通信インタフェース１２が、ベースステーション
４０に対する第１バックエンド通信リンク１４ａと、別のベースステーション４１に対す
る第２バックエンド通信リンク１４ｂとを確立するように構成される概略ブロック図を示
す。ＳＵＤＡＣ１０は、極超短波で両方のバックエンド通信リンク１４ａおよび１４ｂを
確立するように構成されている。第１無線通信インタフェース１２は、ベースステーショ
ン４０または４１と通信するようにそれぞれ構成された複数の無線通信インタフェースと
して実現される。あるいは、第１無線通信インタフェース１２は、両方のベースステーシ
ョン４０と４１との通信が可能であるように、広い周波数範囲で送信するように構成され
た１つのインタフェースとして実施される。ベースステーションは、異なる周波数範囲で
送信し、例えば、図２１において説明されるように、異なるサービスプロバイダーに関係
した周波数帯域を利用する。
【００６４】
　ＳＵＤＡＣ１０は、フロントエンド通信リンク１８を経て、ユーザー機器３０からユー
ザー情報信号３２ｂを受信するように構成されている。ユーザー情報信号３２ｂは、ユー
ザー機器３０に関連した情報および別のユーザー機器３９に関連した別の情報を含む。す
なわち、ユーザー機器３０は、ピギーバックオプションを使って、別のユーザー機器３９
に関連した情報を送信する。別のユーザー機器３９に関連した情報は、別のベースステー
ション４１にも関連する。例えば、別の情報は、別のベースステーション４１が、情報の
明示されたレシーバーであることを示す情報を含む。
【００６５】
　ＳＵＤＡＣ１０は、第１バックエンド通信リンク１４ａを経て送信されるべき通信信号
４２ａ－１を形成すると共に、ユーザー機器３０に関連した情報を含み、かつ、第２バッ
クエンド通信リンク１４ｂを経て送信されるべき通信信号４２ａ－２を形成すると共に、
別のユーザー機器３９に関連した情報含むように構成される。簡単に言うと、ＳＵＤＡＣ
１０は、両方の情報を分離して、それらを別々に送信するように構成される。
【００６６】
　図４は、バックエンド通信リンク１４を経てＳＵＤＡＣ１０と通信するように、および
、ダイレクト通信リンク３４を経てユーザー機器３０と通信するように構成されたベース
ステーション４０の概略ブロック図を示す。ベースステーション４０は、３つの無線通信
インタフェース４４ａおよび４４ｂおよび４４ｃと、多重のアンテナ機能、例えば空間多
重化、空間－時間符号化および／または無線通信インタフェース４４ａ～４４ｃのビーム
形成機能が得られるように、無線通信インタフェース４４ａ～４４ｃを制御するように構
成されたコントローラ４６と、を含む。ＭＩＭＯ機能を得るために、コントローラ４６は
、無線通信インタフェース４４ａ～４４ｃのうちの１つ以上が、通信仲間、例えばユーザ
ー機器またはＳＵＤＡＣに対してダイレクト通信リンクを維持するように、無線通信イン
タフェース４４ａ～４４ｃのうちのそれぞれを制御するように構成されている。これは、
いわゆる単一アンテナモードと呼ばれる。ここで、ベースステーション４０は、異なる通
信仲間に対して複数の単一アンテナモードを一度に実施するように構成されている。コン
トローラは、他の通信仲間に送信されるべき個々の信号が、いわゆる空間ストリームを得
るために、使用された無線通信インタフェース（アンテナ）の全てを経て送信されるよう
に、送信されるべき信号を事前に符号化するように構成される。代わりに、または追加し
て、コントローラ４６は、個々の無線通信インタフェース４４ａ～４４ｃが、例えば利用
されたインタフェース（アンテナ）の距離に対応または関連する移相シフトで、同じ信号
を送信することによって、ビーム形成機能を実施するように、無線通信インタフェース４
４ａ～４４ｃのうちの１つ以上を制御するように構成される。その結果、建設的で破壊的
な干渉が起こり、および／または、いわゆるビーム方向に沿って良い信号品質を持つビー
ムが得られる。
【００６７】
　ベースステーション４０は、例えば、通信パラメータを制御し、および／または、信号
で伝えるための制御情報の一部として、ユーザー機器３０からダイレクト通信３４を経て
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制御情報を受信するように構成されている。コントローラ４６は、制御情報に基づいて多
重のアンテナ機能の送信特徴を適応するように構成されている。制御情報は、ユーザー機
器３０によって利用されるＳＵＤＡＣの識別子、または、バックエンド通信リンク１４を
確立することを標示するベースステーション４０に向けられた要求を含む。例えば、要求
は信号品質情報に基づく。簡素化して、ユーザー機器３０は、１つ以上のＳＵＤＡＣを選
択し、良いチャネル品質を可能にしながら通信し、選択されたＳＵＤＡＣに関連した情報
をベースステーション４０に送信する。代わりに、または追加して、制御情報は、ベース
ステーション４０が、１つ以上のＳＵＤＡＣがベースステーション４０について置かれる
方向に、１つ以上のビームの方向を調整するように、選択されたＳＵＤＡＣの位置に関連
した情報を含む。
【００６８】
　代わりに、または追加して、制御情報は、ＳＵＤＡＣ１０によって送信される。従って
、ベースステーション４０の操作は、ユーザー機器３０および／またはＳＵＤＡＣ１０に
よって、少なくとも部分的に制御可能である。これは、他の通信仲間が、ネットワークに
ついて媒体を効率的に利用するように、ベースステーション４０を制御するので、ベース
ステーション４０によってアクセスされた媒体のより効率的な使用を可能にする。
【００６９】
　制御情報は、ベースステーションによって送信された信号の指向性無線通信パターンが
修正されるように、ユーザー機器３０および／またはＳＵＤＡＣ１０または他の通信仲間
に関連した地理情報を含む。特に、ベースステーションが、大きな距離で間隔をおいて配
置されたいくつかの送信アンテナ塔によって形成されるとき、指向性無線通信パターンは
、ビームではないけれども、地理情報により示された位置またはエリアで、建設的な干渉
を結果として生じる。基本的に１つの位置に配置されている複数の無線インタフェースに
ついてのビーム形成は、バックエンド通信リンク１４の好ましい方向の順応化を導く。こ
こで、好ましい方向は、ＳＵＤＡＣ１０に向かう方向である。あるいは、ダイレクト通信
リンク３４の好ましい方向も適応する。すなわち、ビームまたはエリアは、ユーザー機器
３０に向かう方向である、または、ユーザー機器３０に隣接する、および／または、ポジ
ティブな干渉は、ユーザー機器３０の位置で効果的である。代わりに、または追加して、
制御情報は、コントローラ４６が、制御情報に基づいてダイレクト通信リンク３４および
／またはバックエンド通信リンク１４の帯域幅を修正または適応させるように構成される
ように、帯域幅情報に関連してもよい。
【００７０】
　代わりに、または追加して、制御情報は、ユーザー機器３０および／またはＳＵＤＡＣ
１０によって要求される資源割り当て（時間および／または周波数および／またはコード
および／または空間）に言及する。ベースステーション４０は、その情報に反応するよう
に、例えば新しい割り当て計画を認めて、現在の資源割り当てを適応させるように構成さ
れる。
【００７１】
　ベースステーション４０は、複数のユーザー機器および／または複数のＳＵＤＡＣに通
信するように構成される。そのような場合、ＳＵＤＡＣおよび／またはユーザー機器が、
いくつかの、しかし全てではない他の通信仲間に達することができるときだけ、ベースス
テーション４０は、特に、ネットワーク内の通信仲間に関する殆んどまたは全ての情報を
持つネットワークノードである。制御情報は、ベースステーションが、通信仲間によって
形成されたネットワークの構成を組織するように要求されることを示す情報を含む。その
結果、コントローラ４６は、ベースステーションまたはユーザー機器またはＳＵＤＡＣの
、送信周波数または送信時間またはコードまたは送信空間のような資源を修正する。すな
わち、ユーザー機器３０および／またはＳＵＤＡＣ１０は、ベースステーションが、ネッ
トワークを組織するように要求されることを示す制御情報を送信するように構成される。
【００７２】
　ベースステーション４０は、ＳＵＤＡＣ１０および／またはユーザー機器３０が、周波
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数領域または時間領域またはコード領域または空間領域の一部を利用するように要求され
ることを示す制御情報に基づいて、反応情報を、ＳＵＤＡＣ１０および／またはユーザー
機器３０に送信するように構成される。すなわち、反応情報および／または割り当て情報
は、ＳＵＤＡＣ１０および／またはユーザー機器３０に関連すると共に、ＳＵＤＡＣ１０
および／またはユーザー機器３０の送信信号または受信信号の送信領域に関連する。
【００７３】
　例えば、仮に、資源が、少なくともネットワークノード上で、ネットワークのいくらか
または全ての部分において利用されるならば、資源割り当てを制御するように構成された
ネットワークノードが、資源割り当てレートを決定するように構成される。さらに、仮に
、資源が、同じまたは他の資源がオーバーロードから被害を受ける間、未使用か、または
最適以下に使われる、例えば、できる限り少なく使用されるならば、このネットワークノ
ードは、決定するように構成される。ネットワークノードは、資源割り当てを閾値と比較
するように構成される。閾値は、例えば、一時的にまたは過去の時間中、最大の資源使用
であるか、または、予め決められた値から成る。ネットワークノード、すなわちユーザー
機器３０および／またはＳＵＤＡＣ１０および／またはベースのステーション４０は、ベ
ースステーションまたはユーザー機器またはＳＵＤＡＣの資源利用のレートが閾値の上に
あるように、すなわち、資源使用がネットワークの間で共有されるように、そして、ネッ
トワークノードが資源を切り換えるか、または、修正するように、ネットワークの一部ま
たはその全てのための資源割り当てを決定するように構成される。それらは、低い利用レ
ート（能力対資源）を持つ他のノードが、利用レートを増大することを可能にするために
、現在利用する。
【００７４】
　代わりに、または追加して、反応情報は、ユーザー機器３０が、現在使われたＳＵＤＡ
Ｃを変更すること、すなわち、ＳＵＤＡＣ１０に対するフロントエンド通信リンク１８を
閉じて、別のＳＵＤＡＣに対する別のフロントエンド通信リンクを確立することを要求す
ることを示す情報に関連する。例えば、ベースステーション４０は、２つのユーザー機器
が、ユーザー機器３０によって制御されるＳＵＤＡＣ１０に対する通信を確立する、とい
う知識を持つ。ベースステーション４０は、ユーザー機器３０がそのＳＵＤＡＣを変更す
るとき、両方のユーザー機器がＳＵＤＡＣを利用するように、別のＳＵＤＡＣが、ユーザ
ー機器３０に対してのみ（そして、他の機器に対してでない）到達可能であるという知識
をさらに持つ。
【００７５】
　ユーザー機器３０は、ＳＵＤＡＣを制御するように構成されているけれども、ベースス
テーション４０は、例えば、そのＳＵＤＡＣを変更するために、および／または、ＳＵＤ
ＡＣが、モードを休眠にするように、すなわち、干渉を避けるために送信を停止するよう
に変えることを要求されることを示す制御情報を変更するために、制御情報をユーザー機
器３０に送信する。この制御情報は、ベースステーション４０が、ネットワークを制御す
るように要求されることを示すユーザー機器３０から開始された命令に基づいて送信され
る。ＳＵＤＡＣ１０は、そのような場合において休眠モードに変わるように構成される。
それからの回復のためのＳＵＤＡＣの睡眠モードと可能性とは、以下に説明される。
【００７６】
　図５は、ＳＵＤＡＣシステム５０の概略ブロック図を示す。ベースステーション４０は
、複数のダイレクト通信リンク３４ａ～３４ｃと複数のフロントエンド通信リンク１４ａ
～１４ｃとを維持するように構成されている。ベースステーション４０の観点から、ＳＵ
ＤＡＣ１０は、ユーザー機器３０の外部アンテナであるので、フロントエンド通信リンク
１４ａ～１４ｃは、ダイレクト通信リンク３４ａ～３４ｃと等しい。その結果、ベースス
テーション４０は、同じ信号を、フロントエンド通信リンク１４ａ～１４ｃおよびダイレ
クト通信３４ａ～３４ｃに送信するように構成されている。
【００７７】
　すなわち図５は、ＳＵＤＡＣ１０とユーザー機器３０とベースステーション４０との間
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の通信リンクの概要を示す。ユーザー機器（ＵＥ）に対する通信のための補助活動をする
自主的な中継アンテナ（ＳＵＤＡＳ）のシステムを導入することが、想像される。１つ以
上のＳＵＤＡＣを含むこの分配されたアンテナシステムは、モバイル通信システムのＵＥ
とベースステーション（ＢＳ）との間の超高速データ通信へのゲートのロックを外す、Ｍ
ＩＭＯ技術を採用するための鍵である。ＳＵＤＡＣとＢＳとの間のリンクは、バックエン
ド通信リンクと呼ばれ、現在のモバイルシステムに対して、６ＧＨｚの周波数範囲の下に
ある周波数帯域１（極超短波）を使用する。ＵＥ（ユーザー機器）とＳＵＤＡＣとの間の
送信は、短い範囲に対して高いデータ転送速度を可能にするために、ミリ波周波数帯域（
帯域２）極高周波においてなされ、多くは、見通し内（ＬＯＳ）送信である。このリンク
はフロントエンド通信リンクと呼ばれる。システム観点から、両方のリンクは、双方向で
あり、ペアとして単一の中継リンクを構築する。単一のＳＵＤＡＣは、１つまたは多重の
独立中継リンクを組み込まれる。ＵＥからＳＵＤＡＣへの方向のリンクおよびＳＵＤＡＣ
からＢＳへの方向のリンクは、アップリンクとしてラベルを付けて分類され、他の方向の
リンクはダウンリンクとしてラベルを付けて分類される。
【００７８】
　図６は、２つのユーザー機器３０ａおよび３０ｂと、ＳＵＤＡＣ１０と、２つのベース
ステーション４０ａおよび４０ｂとから成るＳＵＤＡＣシステム６０の概略ブロック図を
示す。図６は、両方のユーザー機器機器３０ａおよび３０ｂが、個々のベースステーショ
ンとのアップリンク接続を強化するためにＳＵＤＡＣ１０を利用する状況を記載する。ユ
ーザー機器３０ａはベースステーション４０ａに関係し、ユーザー機器３０ｂはベースス
テーション４０ｂに関係する。両方のベースステーション４０ａおよび４０ｂは、異なる
周波数範囲または媒体の他の部分で動作する。ユーザー機器３０ａは、ＳＵＤＡＣ１０と
（一定方向）のフロントエンド通信リンク１８ａを維持する。ユーザー機器３０ｂは、Ｓ
ＵＤＡＣ１０と（一定方向）のフロントエンド通信リンク１８ｂを維持する。ＳＵＤＡＣ
１０は、ベースステーション４０ａおよび４０ｂと、２つの（一定方向）バックエンド通
信リンク１４ａおよび１４ｂをそれぞれ維持する。
【００７９】
　帯域１のバックエンド通信リンク１４ａおよび１４ｂの全体の周波数範囲は、例えば最
高２００ＭＨｚなどである。ここで、帯域２の全体の帯域幅は、例えば最高２．５ＧＨｚ
の範囲または一層高く、かなりより大きい。あるいは、バックエンド通信リンクの周波数
範囲は、異なる帯域幅、例えば２００ＭＨｚ未満（例えば、１００ＭＨｚ）の帯域、また
は２００ＭＨｚより高い（例えば、３００ＭＨｚ）帯域から成ってもよい。
【００８０】
　ＳＵＤＡＣ１０は、圧縮および転送通信（操作）モードにおいて動作し、個々の信号を
ベースステーション４０ａおよび／または４０ｂに送信するとき、ユーザー機器３０ａお
よび／または３０ｂから受信したデータまたは情報を圧縮するように構成されている。
【００８１】
　すなわち、図６は、異なるベースステーションに対して、異なる帯域での周波数使用を
示す。バックエンド通信リンク１４ａおよび／または１４ｂは、最も多くの限定された資
源であり、異なるベースステーションの間で共有される。フロントエンド通信リンクは、
異なるユーザー機器の間で共有される。ＳＵＤＡＣ１０は帯域の間を中継する。あるいは
、通信は、また、ユーザー機器３０ａおよび／または３０ｂに向かう方向であってもよい
（ダウンリンク）。ＳＵＤＡＣ１０は、その時、復号して転送する通信（操作）モードで
動作する。
【００８２】
　図７は、異なる位置に配置されたユーザー機器３０およびＳＵＤＡＣ１０ａ、１０ｂ、
１０ｃを含むＳＵＤＡＣシステム７０の概略図を示す。ここで、ＳＵＤＡＣ１０ｂとＳＵ
ＤＡＣ１０ｃとの間の見通しは、壁５２ｂにより遮られている。ＳＵＤＡＣシステム７０
は、ＳＵＤＡＣシステムの屋内の使用のためのシナリオを示す。一点鎖線は、位置１から
位置２を経て位置３へのユーザー機器３０の移動を示す。例えば、ユーザー機器３０は、
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建物の中を歩行者スピードで、および／または、大都市圏の中を車スピードで移動する。
【００８３】
　位置１にて、ユーザー機器３０は、ＳＵＤＡＣ１０ａおよびＳＵＤＡＣ１０ｂに対して
見通しを持ち、従って、ＳＵＤＡＣ１０ａおよび１０ｂの内の１つ、または両方に対する
フロントエンド通信リンクを維持する。位置２にて、ユーザー機器３０は、ＳＵＤＡＣ１
０ａおよびＳＵＤＡＣ１０ｂおよびＳＵＤＡＣ１０ｃに対して見通しを持ち、ＳＵＤＡＣ
１０ａ～１０ｃの内の１つまたは２つまたは全てに対するフロントエンド通信リンクを維
持する。すなわち、ユーザー機器３０は、位置１と比較すると、さらに多いフロントエン
ド通信リンクを確立する。位置３にて、ユーザー機器３０は、ＳＵＤＡＣ１０ｂに対して
見通しを失い、それは、ＳＵＤＡＣ１０ｂに対するフロントエンド通信リンクにおける接
続の損失をもたらす。ユーザー機器３０は、個々の情報をベースステーション送信して、
ベースステーションと１つ以上のＳＵＤＡＣ１０ａ～１０ｃとの間の個々のバックエンド
通信リンクを確立すること、または、維持すること、または、閉じることについてベース
ステーションを制御するように構成されている。
【００８４】
　ユーザー機器３０は、発見プロセスによって新たに「視覚可能な」ＳＵＤＡＣを検出す
るように、および／または、見えなくなるＳＵＤＡＣに対する接続を閉じるように構成さ
れている。そのようなメカニズムは後で説明される。
【００８５】
　すなわち、ＳＵＤＡＳトポロジーが変わるという事実を考慮すると、システムは、それ
がこれに対処できて、その資源を効率的な方法で割り当てることができることを保証する
ように構成されている。これは、資源が、現在のモバイル通信システムにおいて、バック
エンド通信リンクであるシステム重要資源が、最も良い可能な方法で利用される、そのよ
うな方法で割り当てられることを暗示する。これは、もちろん、単一のＵＥによって使用
されるＳＵＤＡＣの数が、最大化されることを目指すことも暗示する。多重のＵＥが異な
るＢＳに依存するという事実を考慮すると、送信資源を割り当てるための非常に柔軟なシ
ステムが必要である。
【００８６】
　これは、単一の中継リンク（フロントエンド通信リンクおよびバックエンド通信リンク
）が多重のＵＥのデータを中継するために使われるという方法で、資源を割り当てること
が、有利であるというアイデアを結果として生じる。
【００８７】
　ネットワーク発見と資源問題とを解決する方法のための権限は、ＵＥおよびＢＳおよび
ＳＵＤＡＣであるＳＵＤＡＳの基本的な構築要素だけで実現可能であるとき、有利である
ということである。同じ周波数帯域（例えばＩＥＥＥ８０２．１１ａｄ）または異なる周
波数帯域（例えば、８０２．１１ｎ、ａ、ａｃ）または異なる媒体（例えば、パワーＬＡ
Ｎ、イーサネット（登録商標）に基づいた有線）を経た他の機器との協働は、可能である
けれども、基本的な機能の拡張を考慮される。そのような拡張を使うことは、最も良い場
合において、全てのＳＵＤＡＣおよびＵＥによって共有される通信チャネルを追加する。
【００８８】
　仮にこの通信チャネルが確立されるならば、新しいオプションがシステムのために生じ
る。ａ）全ての接続されたＳＵＤＡＣおよび他のＵＥがＵＥに知られ、それ故、隠された
ノード問題が解決される。ｂ）資源割り当てが、単一のＳＵＤＡＳを構築するために、全
てのＳＵＤＡＣに対して一緒になされる。すなわち、全ての使用された周波数が知られる
ので、フロントエンド通信リンク上に干渉が存在しない。ＵＥが、その要求、および／ま
たは、ＳＵＤＡＳに利用可能なＳＵＤＡＣのステータス情報を送信する周波数（例えば、
干渉周波数）で、ＳＵＤＡＣに知らせることができるので、発見が簡素化される。さらに
、ｃ）ＳＵＤＡＣの間の共通の時間ベースが、同期性を達成するように確立できる。ｄ）
ＳＵＤＡＳが、その実際の配置に気づくことができる。すなわち、ＵＥは、他のＳＵＤＡ
Ｃのうちのいくつかによって受信されるテストシーケンスを送信することを個々のＳＵＤ
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ＡＣに強制できる。受信結果を分析することによって、ＳＵＤＡＣの間の相対的配置が推
定可能となる。また、それは、未知の干渉源の位置を突き止めることについて可能になる
。制御およびシステムステータス情報の送信のために、適した通信プロトコルは、全ての
アドレスしたシステム性質をサポートする必要がある。
【００８９】
　図８は、ＳＵＤＡＣシステム７０と比較したとき、修正されるＳＵＤＡＣシステム７０
’の概略図を示す。ＳＵＤＡＣシステム７０と比較したとき、ＳＵＤＡＣ１０ａが無くな
り、別のユーザー機器３０ｂが存在する。ユーザー機器３０ａは、一点鎖線によって示さ
れるように、位置１から位置２に移動する。位置１にて、ユーザー機器３０ａはＳＵＤＡ
Ｃ１０ｂと通信する。従って、ユーザー機器３０ａは、キャリア周波数ｆ２でＳＵＤＡＣ
１０ｂに送信し、キャリア周波数ｆ１でＳＵＤＡＣ１０ｂから受信する。ユーザー機器３
０ａが位置２に移動して、ＳＵＤＡＣ１０ｃおよびユーザー機器３０ｂが見通し内にある
とき、これは変わらない。
【００９０】
　ユーザー機器３０ｂは固定であり（移動しない）、周波数ｆ３でＳＵＤＡＣ１０ｃから
受信し、周波数ｆ４でＳＵＤＡＣ１０ｃに送信しながら、ＳＵＤＡＣ１０ｃと通信する。
ユーザー機器３０ａが位置２にあるとき、ＳＵＤＡＣ１０ｃとユーザー機器３０ｂとの通
信は、周波数ｆ２で送信するユーザー機器３０ａによって干渉される。ここで、ユーザー
機器３０ａの通信は、周波数ｆ３で送信するＳＵＤＡＣ１０ｃによって、および／または
、周波数ｆ４で送信するユーザー機器３０ｂによって、干渉される。あるいは、ユーザー
機器３０ｂは移動してもよい。
【００９１】
　キャリア周波数ｆ１～ｆ４の間の関係に依存して、異なるシナリオが起こりうる。
【００９２】
　仮に全ての周波数が異なるならば、多分どの活動も必要ないように、低い干渉が起こる
、または、干渉は全然起こらない。ｆ１＝ｆ３の場合において、ＳＵＤＡＣ１０ｃは、Ｓ
ＵＤＡＣ１０ｂに対する個々のフロントエンド通信リンクにおいて、干渉をユーザー機器
３０ａに起こす。ユーザー機器３０ａは、ダウンリンクでの干渉を発見し、これがＳＵＤ
ＡＣ１０ｃによって引き起こされることを検出する。信号の干渉を決定するために知られ
ているいくつかの方法および概念が存在する。ユーザー機器３０ａは、周波数変化のため
の要求を、例えば、後述のループバック機能を経てユーザー機器３０ｂに、またはベース
ステーションに、または直接にユーザー機器３０ｂに送信する。代わりにまたは追加して
、ユーザー機器３０ａは、ＳＵＤＡＣ１０ｂによって維持する周波数セットアップを変更
する。
【００９３】
　仮にキャリア周波数ｆ１が、キャリア周波数ｆ４と等しいならば、ユーザー機器３０ｂ
は、ＳＵＤＡＣ１０ｂのフロントエンド通信リンクでの干渉を引き起こす。ユーザー機器
３０ａは、そのダウンリンクでの干渉を発見し、これがユーザー機器３０ｂによって引き
起こされることを検出する。ユーザー機器３０ａは、周波数変化のための要求を、例えば
ＳＵＤＡＣ１０ｃを使うループバック方法を経て、ユーザー機器３０ｂに送信し、周波数
変化のための要求を、ベースステーションに、または、ダイレクト通信リンクを経てユー
ザー機器３０ｂに送信する。あるいは、ユーザー機器３０ｂに対するダイレクト通信に対
して、ユーザー機器３０ａは、ＳＵＤＡＣ１０ｃのフロントエンド・ダウンリンクのルー
プバック要求スロットも利用する。代わりに、または追加して、ユーザー機器３０ａは、
ＳＵＤＡＣ１０ｂと一緒に使う周波数セットアップを変更する。
【００９４】
　仮にキャリア周波数ｆ２が、キャリア周波数ｆ３と等しいならば、ユーザー機器１は、
ＳＵＤＡＣ１０ｃのフロントエンド・ダウンリンクでの干渉を引き起こす。これは、キャ
リア周波数ｆ１が、変更された仲間と共に周波数ｆ４と等しいというシナリオに対して、
それらが記述されたと同様の動作を結果として生じる。
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【００９５】
　仮にキャリア周波数ｆ２が、キャリア周波数ｆ４と等しいならば、ユーザー機器３０ａ
は、ユーザー機器３０ｂのフロントエンド・アップリンクに対して、干渉を引き起こす。
ＳＵＤＡＣ１０ｃは、干渉と、それがユーザー機器３０ａによって引き起こされることを
検出する。ＳＵＤＡＣ１０ｃは、ユーザー機器３０ａのダウンリンクのループバックスロ
ットを経て、キャリア周波数ｆ１の周波数変化要求を送信する。代わりに、または追加し
て、ＳＵＤＡＣ１０ｃは、干渉情報をユーザー機器３０ｂに送信する。そのとき、ユーザ
ー機器３０ｂは、周波数変化要求を、ユーザー機器１のフロントエンド・ダウンリンクの
ダイレクト通信リンクおよび／またはループバック要求スロットを経て、ユーザー機器３
０ａに送信することを試みる。代わりに、または追加して、ユーザー機器３０ｂは、周波
数変化要求をベースステーションに送信するか、またはＳＵＤＡＣ１０ｃについてその構
成を変更する。
【００９６】
　仮に通信がＴＤＤモードを利用するならば、（例えば、ＴＤＭＡがペイロードおよびス
テータス／制御多重化のために使われるとき、）全ての周波数が等しいシナリオが起こる
。ステータス／制御チャネルは、ペイロードデータと同じ周波数で送信される必要はない
。このシナリオにおいて、ユーザー機器３０ａは、最初、ＳＵＤＡＣ１０ｃおよび／また
はユーザー機器３０ｂによって引き起こされた干渉を検出する。そして、ユーザー機器３
０ｂは、ユーザー機器３０ａによって引き起こされた干渉を検出する。さらに、ＳＵＤＡ
Ｃ１０ｃは、ユーザー機器３０ａによって引き起こされた干渉を検出する。これは、上述
のシナリオに従って通信仲間の反応を可能にする。すなわち、要約すると、ＳＵＤＡＣシ
ステム参加者よる干渉に遭遇するためのユーザー機器３０ａおよび３０ｂのオプションは
、ａ）それが休眠モードになり、そして後で再取得できるように、それ自身のＳＵＤＡＣ
を放出する、ｂ）それ自身のＳＵＤＡＣのフロントエンド通信リンクを、少ないまたは低
い干渉を持つ周波数に再構成する、ｃ）周波数変化のための要求を、直接に、および／ま
たは、干渉ＳＵＤＡＣ上のまたは他のユーザー機器に対するループバック命令を経て、お
よび／または、ベースステーション要求によって送信する、ｄ）仮にバックエンド通信リ
ンク・ステータス／制御チャネルが実施されるならば、要求を他のユーザー機器に転送で
きるか、または、ｓ６Ｇ（極超短波）に亘って直接に命令をＳＵＤＡＣに提出できるかの
いずれか一方のユーザー機器要求またはベースステーション要求に対して、ループバック
命令を経て、干渉するＳＵＤＡＣの遮断を強制する。ステータス制御チャネルに対する詳
細は以下に説明される。
【００９７】
　干渉の機会を減らすために、もちろん、非オーバーラップ周波数範囲を、異なる部屋の
中で使われるＳＵＤＡＣに割り当てることが可能である。ＳＵＤＡＳによって成功してい
る自動的な割り当ては、追加の情報チャネルの存在に依存し、他に、隠されたノード問題
が起こる。より簡単なアプローチは、許された周波数範囲の選択を、ハードウェアスイッ
チを経て実施することである。また、割り当ては、ＳＵＤＡＣのインストール時間に行う
ことができる。
【００９８】
　上述のシナリオは、周波数１～４に言及するけれども、これが、通信リンクが確立され
る周波数範囲、および／または、メッセージまたは信号が送信される周波数範囲にあては
まることも明らかである。
【００９９】
　図９は、実施の形態に従って、ＳＵＤＡＣシステム９０の概略ブロック図を示す。ＳＵ
ＤＡＣシステムは、極高周波を使うベースステーション４０’によって、相互バックエン
ド通信リンク９４ａ、９４ｂをそれぞれ確立するように構成された第１および第２ＢＳ－
サイド－ＳＵＤＡＣ９２ａおよび９２ｂを含む。ベースステーション４０’は、サービス
プロバイダーから情報を受信するように構成されている。例えば、ベースステーション４
０’は、例えば光ファイバーを経たバックホール接続または有線接続または無線接続を含
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むホームサーバーなどのローカルホームベースステーションである。これは、フェムト（
ｆｅｍｔｏ）ベースステーションまたはホームベースステーションと呼ばれる。ベースス
テーション４０’は、例えば３つまたは４つまたはそれ以上の、複数の無線通信インタフ
ェースまたはアンテナを含む。上述のように、ＳＵＤＡＳは、ホームベースステーション
無しでも実現される。
【０１００】
　ベースステーション４０’は、ＢＳ－サイド－ＳＵＤＡＣ９２ａおよび９２ｂに対する
ＬＯＳ接続に基づいて、相互バックエンドリンク９４ａおよび９４ｂを確立するように構
成されている。ＢＳ－サイド－ＳＵＤＡＣ９２ａおよび９２ｂは、従って、ベースステー
ション４０’の仮想アンテナとして利用される。ユーザー機器３０によって利用されるＳ
ＵＤＡＣ１０ａおよび１０ｂと比較されるとき、ベースステーション４０’は、ＢＳ－サ
イド－ＳＵＤＡＣ９２ａおよび９２ｂを、同様の方法で利用する。ここで、第１サイドの
ベースステーション４０’およびＢＳ－サイド－ＳＵＤＡＣ９２ａおよび９２ｂと、第２
サイドのユーザー機器３０およびＳＵＤＡＣ１０ａおよび１０ｂとの間の通信は、極超短
波を使って確立されるイントラネットワークリンク９６ａ～９６ｉによって使用可能であ
る。これは、１つの接続リンクのみがベースステーションとＳＵＤＡＣとの間で確立され
るだけでなく、それぞれの通信仲間、ユーザー機器３０およびＳＵＤＡＣ１０ａ、１０ｂ
およびＢＳ－サイド－ＳＵＤＡＣ９２ａ、９２ｂおよびベースステーション４０’が、互
いに複数のまたは多重のチャネルを経て通信されるので、ベースステーション４０’から
ＳＵＤＡＣ１０ａおよび１０ｂに情報の分配を、より効率的な方法で可能にする。
【０１０１】
　ＢＳ－サイド－ＳＵＤＡＣは、極高周波を使用するベースステーション４０’ に対す
る通信リンクと、極超短波を使用する別のＳＵＤＡＣ１０ａ、１０ｂおよび／またはユー
ザー機器３０に対する通信リンクと、を確立するように構成されたＳＵＤＡＣ１０または
１０’によって実施される。簡単に言うと、ＢＳ－サイド－ＳＵＤＡＣ９２ａおよび／９
２ｂは、交換された役割のユーザー機器およびベースステーションと通信するＳＵＤＡＣ
１０または１０’である。
【０１０２】
　あるいは、ＳＵＤＡＣシステム９０は、ほんの１つのＢＳ－サイド－ＳＵＤＡＣ９２ａ
または９２ｂ、および／または、異なる数（例えば０または２つ以上）のＳＵＤＡＣを含
む。
【０１０３】
　すなわち、ＳＵＤＡＳ組織構造は、家（ベースステーション）の外から中へだけでなく
、部屋の間の通信のためにも通信するように使用できる。図９に記載されているように、
家は、例えばリビングルームを終点とする家庭への接続に対して、（光）ファイバー接続
を持つ。ゆえに、個々の部屋、例えばリビングルームの中のフェムト（ｆｅｍｔｏ）（ま
たは家庭）ベースステーション４０’が存在する。リビングルームは、高いデータ転送速
度をリビングルーム内の全ての機器に提供するためにＥＨＦ（帯域２）通信を使う。しか
し、他の部屋（例えばホームオフィス）においても高いデータ転送速度に達するために、
ＥＨＦは壁を透過しないので、ＥＨＦ通信は可能でない。従来のＷｉ－Ｆｉは、ＭＩＭＯ
利得が小さすぎるので（例えば、フェムトベースステーション４０’が最大４つのアンテ
ナを持つとき）、要求された高いデータ転送速度を発揮できない。しかし、フェムトＢＳ
は、ＥＨＦを使ってリビングルームの中の多重のＳＵＤＡＣに通信でき、事前コード化さ
れた仮想ＭＩＭＯ（ＶＭＩＭＯ）信号を、ｓ６Ｇ周波数帯域（帯域１）上の信号をホーム
オフィスに中継するこれらのＳＵＤＡＣ９２ａおよび９２ｂに送信することができる。こ
こで、いくつかのＳＵＤＡＣ１０ａおよび１０ｂは、ＶＭＩＭＯ信号を受信して、ＥＨＦ
上の信号を、ＶＭＩＭＯ復号化を実行できるユーザー機器３０に転送する。もちろん、Ｖ
ＭＩＭＯ信号は、アップリンクのための他の方向に適用する。それは帯域２のリンク／チ
ャネル（それは「フロントエンドリンク」と呼ばれるけれども、この意味はこのシナリオ
において破られる）を利用するので、このシナリオは、フェムトベースステーション４０
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’も含む資源割り当てのために必要である。
【０１０４】
　図１０は、２つのユーザー機器３０ａおよび３０ｂと、２つのＳＵＤＡＣ１０ａおよび
１０ｂとを含むＳＵＤＡＣシステム１００の概略ブロック図を示す。ＳＵＤＡＣ１０ａは
、ユーザー機器３０ａとのフロントエンド通信リンク１８ａを確立し、ユーザー機器３０
ｂとのフロントエンド通信リンク１８ｂを確立している。ＳＵＤＡＣ１０ｃは、ユーザー
機器３０ｂとのフロントエンド通信リンク１８ｃを確立し、ユーザー機器３０ａとのフロ
ントエンド通信リンク１８ｄを確立している。ベースステーション４０とＳＵＤＡＣ１０
ｂとの間のバックエンド通信リンク１４は、例えばユーザー機器３０ａおよび３０ｂのど
れもがベースステーション４０からのサービスを要求しないので、（一時的に）不動作で
ある。従って、ユーザー機器３０ａおよび３０ｂと、ＳＵＤＡＣ１０ａおよび１０ｂとが
、例えば、ベースステーション４０に対する失われたまたは不動作の通信リンクに基づい
て、または、ユーザー機器３０ａまたは３０ｂによって送信されたユーザー命令に基づい
て、機器対機器（Ｄ２Ｄ）操作モードに切り換わる。
【０１０５】
　ＳＵＤＡＣシステム１００は、１つのユーザー機器３０ａまたは３０ｂから別の機器へ
、情報および／またはデータの効率的な伝播を可能にする。これは、例えば建物または車
の内側の小さい部屋または空間内の、ビデオまたはオーディオの放送または共有のために
意図される。ＳＵＤＡＣシステム１００は、例えば、ユーザー命令に基づいて、または、
ベースステーションからユーザー機器３０ａまたは３０ｂへの通信要求（逆もまた同様）
に基づいて、上述したように正規の操作に切り換わって戻る。資源割り当ては、ＳＵＤＡ
Ｃ１０ａ、１０ｂ、および／または、ユーザー機器３０ａ、３０ｂによって実行される。
このように、通信仲間１０ａおよび１０ｂおよび３０ａおよび３０ｂのうちの少なくとも
１つは、資源割り当てを決定して伝達して、通信仲間の残りに気づかせることが要求され
る。
【０１０６】
　代わりに、１つのみまたは２つより多いＳＵＤＡＣが配置されてもよい。代わりに、ま
たは追加して、２つより多いユーザー機器が配置されてもよい。
【０１０７】
　すなわち、２つのＵＥがデータを直接に（ベースステーションを経ないで）交換したい
とき、図９に記載されたシナリオと同様なシナリオが存在する。これは機器対機器（Ｄ２
Ｄ）通信と呼ばれる。１つの使用の場合が車内である。そこでは、ビデオプレーヤが、ビ
デオを、スクリーンを含む後部座席エンターテインメントシステムに転送することを望む
。仮にＵＥが互いに「見ない」ならば、それらは、車のＳＵＤＡＳ組織構造を使って通信
する必要がある。この場合、２つのＵＥ／機器の間の全ての通信が（ＳＵＤＡＣの方法で
）、ＥＨＦにおいて起こることに気づきなさい（ｓ６Ｇにおいて、伝播条件はより良いけ
れども、ことによると、要求されたデータ転送速度は、この場合には到達可能でない）。
基本的に、単一のＳＵＤＡＣは、ＵＥ３０ａからＵＥ３０ｂに（逆もまた同様）、ＥＨＦ
信号を中継するために十分である。しかし、なぜ多重のＳＵＤＡＣが含まれるのかの理由
がある。例えば、それぞれの個別のＳＵＤＡＣは、十分に大きい帯域幅のチャネルを提供
しない。その結果、単一のＳＵＤＡＣを使うとき、要求されたデータ転送速度が達成でき
ないので、多重のＳＵＤＡＣが一緒に使われる必要がある。代わりに、または追加して、
空間多様性が、別の理由である。人々は車の中で移動し、車は通りの中を移動するので、
そのような伝播条件は急速に変化する。そのようなシナリオは、ＥＨＦの資源が割り当て
られるとき、考慮される。
【０１０８】
　図１１は、ユーザー機器３０とＳＵＤＡＣ１０との間の通信、特にペイロードおよびス
テータス制御チャネル関係を説明する。明確さのために、ＳＵＤＡＣ１０よって送られた
ユーザー情報信号３２ａと、ユーザー機器３０によって送られたユーザー情報信号３２ｂ
とは、周波数領域において離隔して記載されている。代わりに、または追加して、信号３
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２ａおよび３２ｂは、また、コード領域および／または時間領域および／または空間領域
において分離される。両方の信号３２ａおよび３２ｂは、ステータス／制御チャネル５４
ａおよび／または５４ｂ、すなわちステータス情報および／または制御情報、例えば図１
で説明された制御情報２４を含むように構成された資源を含む。信号３２ａおよび３２ｂ
は、ペイロードデータ、すなわちＥメールまたはビデオまたは画像またはメッセージなど
のようなサービスに関連した情報を含むように構成されたペイロードチャネル５６ａおよ
び５６ｂも含む。
【０１０９】
　ユーザー情報信号３２ａおよび３２ｂは、極高周波で送信され、例えば、異なる周波数
、それぞれｆ１およびｆ２の周波数範囲で送信される。従って、ユーザー情報信号３２ａ
と３２ｂとの間の干渉は、減少または避けられる。時間分割多重アクセス（ＴＤＭＡ）の
場合、ステータス／制御チャネル５４ａおよび／または５４ｂは、ペイロードチャネル５
６ａおよび／または５６ｂに埋め込まれる。ステータス／制御チャネル５４ａまたは５４
ｂは、この場合において、受信しながら、全ての送信機のスイッチを切ることを可能にす
る、関係したペイロードと同じ時間スロットの中に送信される。逆もまた同様である。こ
れは、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｄによって、けれどもずっと高い自由度で同様に使われる
計画の中に結果として生じる。ステータス／制御チャネル５４ａおよび５４ｂは、フロン
トエンド通信リンクにおいて説明されるけれども、ステータス／制御チャネルは、代わり
に、または追加して、バックエンド通信リンクにおいても実施される。
【０１１０】
　ステータス／制御チャネル５４ａは、ペイロードチャネル５６ａに関係する。ペイロー
ド／制御チャネル５４ｂは、ＳＵＤＡＣ１０および／またはユーザー機器３０が、関係し
たステータス／制御チャネルの中のペイロードデータを続行する方法についての情報を受
信するように、ペイロードチャネル５６ｂに関係する。これは、不変のデータ自身を維持
しながら、ペイロードチャネルのデータを転送することを可能にする。あるいは、データ
は変更され、変化に言及する情報は、ステータス／制御チャネル５４ａおよび／または５
４ｂを経て送信される。
【０１１１】
　ステータス／制御チャネル５４ａおよび５４ｂは、チャネル評価に関連する情報を含む
。例えば、チャネル評価に関連した情報は、移相シフトを示すか、または送信チャネルの
移相シフトの補償を可能にするパラメータを含む。既知の周波数範囲で受信された受信シ
ンボルと既知のシンボルとの比較に基づいて、チャネルの歪みが引き出される。すなわち
、ステータス／制御チャネル５４ａおよび／または５４ｂの既知の周波数で既知のシンボ
ルを送信することによって、チャネル歪みが、受信通信仲間１０または３０によって推定
される。代わりに、または追加して、それ（例えば、既に引き出されたチャネル歪み）に
関連した情報は、送信通信仲間１０または３０によって送信される。受信仲間１０および
／または３０は、信号品質とチャネル情報量とを増大させるために、受信信号の３２ｂお
よび／または３２ａを平均化するように構成される。
【０１１２】
　減衰などのチャネル歪みが、周波数選択的であるので、均等化の可能性も、周波数選択
的である。簡単に言うと、ステータス／制御チャネルは、例えば、約１０ＭＨｚまたは２
０ＭＨｚまたは３０ＭＨｚの周波数範囲内の均等化を可能にする。ステータス制御チャネ
ル５４ａおよび５４ｂは、それぞれ、ペイロード５４ａ、５６ｂの周波数と比較したとき
、より低い周波数で配置されるように、例示的に記載される。あるいは、ユーザー情報信
号３２ａおよび／または３２ｂのステータス／制御チャネルは、より高い周波数で配置さ
れる。任意で、第２の（または別の）ステータス／制御チャネルは、それに関係したペイ
ロードチャネル５６ｂより高い周波数で配置された任意のステータス／制御チャネル５４
ｂ’によって示されるので、第２の（または別の）ステータス／制御チャネルは、ペイロ
ードチャネルに関係する。第２の（または別の）ステータス／制御チャネル５４ｂ’は、
平均化される増加する帯域幅を可能にする。これは、ペイロードチャネル５６ａおよび／
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または５６ｂの帯域幅の増加を可能にする。
【０１１３】
　代わりに、または追加して、転送されるべきペイロード情報は、複数の部分に分割され
る。複数の部分は、（ＦＤＤ送信を考慮するとき、）ステータス／制御チャネル５４ａお
よび／または５４ｂ、５４ｂ’によってそれぞれ分割される。あるいは、送信がＴＤＤを
利用するとき、上述の空間分割および／またはコード分割も、個々の領域の中で適用され
る。けれども、例えば、ＴＤＤにおいて、ステータス／制御チャネル５４ａおよび５４ｂ
および５４’（任意）のそれぞれの周波数範囲、および、ペイロードチャネル５６ａおよ
び５６ｂのそれぞれの周波数範囲は、同じである。
【０１１４】
　図１２は、例えばＳＵＤＡＣとユーザー機器との間の通信リンクの極高周波において実
施される複数のランデブチャネルの概略構造を示す。ＢRCと表示された個々のランデブチ
ャネルの帯域幅を含む複数のランデブチャネル５８ａ～５８ｃは、周波数領域において互
いに隣接して配置され、かつ、ランデブチャネル５８ａ～５８ｃの間の帯域ギャップ（Ｂ

RGと表示された帯域ギャップ）によって互いに離隔している。あるいは、ランデブチャネ
ル５８ａ～５８ｃは、ランデブチャネル５８ａ～５８ｃがスペクトルを横切って拡がるよ
うに、例えば、ペイロードチャネル５６ａまたは５６ｂが２つのランデブチャネル５８ａ
～５８ｃの間に配置されるように、配置される。ランデブチャネル５８ａ～５８ｃは、少
なくとも１つのステータス／制御チャネル５４ａまたは５４ｂまたは５４’を含む。図１
１に記載されるように、ランデブチャネル５８ａ～５８ｃの、それゆえステータス／制御
チャネルの拡がりは、信号歪みの良好な評価を可能にする。
【０１１５】
　個々のランデブチャネル５８ａ～５８ｃは、複数のステータス／制御チャネル５４ａ～
５４ｃを含む。ステータス／制御チャネル５４ａ～５４ｃは、それぞれ周波数範囲の中に
個々の帯域幅を含み、ＢSCと表示される。ここで、ステータス／制御チャネルは、ＢGと
表示されたステータス／制御チャネルの間の帯域ギャップによって、互いに分離される。
従って、複数のステータス／制御チャネルは１つのランデブチャネル５８ａ～５８ｃの中
に集められ、複数のランデブチャネル５８ａ～５８ｃは周波数範囲の中に配置される。こ
れは、ステータス／制御チャネル５４ａ～５４ｃを、ペイロードチャネルに柔軟に割り当
てることを可能にする。さらに、ステータス／制御チャネル５４ａ～５４ｃは、個々のＳ
ＵＤＡＣがアクティブ操作モードに変わることを示すために、低アクティブ（操作）モー
ド（休眠モード）にあるＳＵＤＡＣに対して、ウェイクアップ（ｗａｋｅ　ｕｐ）信号と
して使われる。ステータス／制御チャネル５４ａ～５４ｃの帯域幅、および／または、帯
域ギャップＢRGおよび／またはＢGの帯域幅、および／または、ランデブチャネル５８の
帯域幅は、非常に柔軟である。減少した帯域幅は、ステータス／制御チャネル５４ａ～５
４ｃの密度、およびそれ故に、ランデブチャネル５８ａ～５８ｃの減少した帯域幅を可能
にする。
【０１１６】
　代わりに、または追加して、１つ以上のランデブチャネルが、ＳＵＤＡＣとベースステ
ーションとの間のバックエンド通信リンクにおいても実施され、極高周波を使う。
【０１１７】
　すなわち、帯域２（極高周波）において、所定の周波数帯域が、ランデブチャネルとし
て確保される。例えば、ランデブチャネルの間隔をおいて配置される周波数距離は、ＳＵ
ＤＡＣにおいて予め決められる。実際の配置は、例えば、正規の距離として限定可能であ
る。正規の距離は、例えばＩＥＥＥ８０２．１１ａｄの低い転送速度チャネルの周波数範
囲の中のそれらのように、または、完全に恣意的に、所定の周波数帯域を省略する。後者
の場合、ＳＵＤＡＣランデブチャネルの周波数位置は、ユーザー機器と個々のＳＵＤＡＣ
との間で、それにもかかわらず、全てのシステム構成の中で、または、ブルートゥース（
登録商標）または有線インターネットまたはＵＳＢなどの代わりのインタフェース上で利
用可能である必要があるパラメータの固定されたセットとして共有される。ランデブチャ
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ネル５８ａ～５８ｃ内で、ステータス／制御チャネル５４ａ～５４ｃの数が提供される。
【０１１８】
　これらのチャネルは、ペイロードデータを送信するのに必要であるよりずっと小さい帯
域幅を組み入れる。それによって、多くのステータス制御／チャネルを周波数分離するこ
とが可能となり、相対的に小さい帯域幅を保持する。時間／コード領域での追加の分離は
まだ可能である。ステータス／制御チャネルの目的は多数である。それは、発見の目的の
ためのビーコン信号として動作する。それは、ステータス情報をＳＵＤＡＣおよびＳＵＤ
ＡＳにも提供し、および／または、ＳＵＤＡＣの制御を得るためのペイロード独立インタ
フェースである。また、ステータス／制御チャネルは、確立されたＳＵＤＡＣ取得物を維
持するために用いられる。すなわち、ユーザーインターフェイスおよび／またはベースス
テーションは、ＳＵＤＡＣを制御し続ける。
【０１１９】
　ステータス／制御チャネルは、時間－周波数－コード－空間のペイロードチャネルへの
追加のチャネルにおいて定義される。チャネル（ステータス／制御および／またはペイロ
ードチャネルから成る）の全体の帯域幅は構築可能である。
【０１２０】
　フロントエンド通信リンクは、例えば、周波数分割複信（ＦＤＤ）モードまたは時分割
複信（ＴＤＤ）モードにおいて使われることができる。後者は、それらの送信に同期する
ように、ＳＵＤＡＣおよびＵＥを要求する一方、ＦＤＤは完全に非同期の送信を可能にす
る。
【０１２１】
　仮に前のリンクが、周波数分割多重アクセス（ＦＤＭＡ）において使われるならば、ス
ペクトルの一部は、ステータス／制御チャネルのために確保される。ステータス／制御チ
ャネルは、両方が同じＲＦステージによって受信または送信されるように、ペイロードの
ために使われる周波数帯域に近い明確な距離に置かれる。ペイロードとその関係したステ
ータス／制御チャネルの送信方向（アップリンクまたはダウンリンク）は、この場合、常
に同一である。
【０１２２】
　時間分割多重アクセス（ＴＤＭＡ）の場合、ステータス／制御チャネルは、ペイロード
チャネルに埋め込まれる。ステータス／制御チャネルは、この場合、受信しながら全ての
送信機のスイッチ切替えを可能にする、関係したペイロードと同じ時間スロットの中で送
信される。逆もまた同様である。これは、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｄによって、けれども
ずっと高い自由度で使われる同様な計画に対して生じる。ランデブチャネルの数は構成可
能である。ＦＤＤはランデブチャネルのための更なる自由度として実施される。および／
または、ランデブチャネルの周波数位置は構成可能である。
【０１２３】
　注意は、ペイロードチャネルとステータス／制御チャネルとの関係に与えられる。ペイ
ロードチャネルは、ＢＳ（アップリンク）またはＵＥ（ダウンリンク）のために意図され
るデータを含む。ペイロードは分析されないで、直接に、または、圧縮と転送／復号と転
送方法とによって、転送のみされる。上述したように、ステータス／制御チャネルは、送
信仲間にアクセスして、機器の同期および伝播チャネルの評価を可能にして、リンク仲間
および他の聞き取り機器にステータス情報を提供するために、ＵＥまたはＳＵＤＡＣのた
めのインタフェースを提供する。ステータス／制御チャネルの追加機能は、信頼できる正
確なチャネル評価のために要求される特別な情報（例えば、パイロットシンボル）を提供
することである。これを提供することができるように、個々のペイロードチャネルは、１
つのまたは多重のステータス／制御チャネルと関係する。
【０１２４】
　上述したように、ステータス／制御チャネルは、帯域２に対して定義される（極高周波
）。このステータス／制御チャネルは、ＳＵＤＡＣおよびＵＥの中で終着／始発する。Ｂ
Ｓに対する追加のステータス／制御チャネルは、帯域１（極超短波）の中で確立される。
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このために、ＢＳは実施し、すなわち、ＳＵＤＡＣとの接続を確立するために、空間多重
化モードとビーム形成モードとの間で切り替えるように構成される。ＳＵＤＡＣは、帯域
１に対して単一のアンテナだけを提供することを要求される。より多くのアンテナが可能
であるけれども、サブ６Ｇリンクの周波数のため、２つのアンテナの間の相互関係距離は
、典型的なＳＵＤＡＣサイズより大きい。それゆえ、多重のアンテナに対して十分に大き
いサイズを持つＳＵＤＡＣが実現可能であるけれども（例えば、テレビセットへのＳＵＤ
ＡＣの統合）、サブ６Ｇの中の多重のアンテナは、たぶん、外部インタフェースを経て、
ＳＵＤＡＣ（例えば、ケーブルを経て接続されたアンテナ）に提供される。最後に、ＳＵ
ＤＡＣは、そのＳＵＤＡＳから他のＳＵＤＡＣを使うので、ＵＥと同様な外部アンテナと
して動作する。そして、この要件は旧式になる。異なる通信仲間への異なる情報の送信は
、送信モードを適応させることによって、ベースステーションによって強化される。例え
ば、ベースステーションが、ユーザー機器に対して、またはユーザー機器からバックエン
ド通信リンクを経て、情報を送信または受信するとき、ベースステーションは空間の多重
化を実施する。ベースステーションが、１つ以上のＳＵＤＡＣに対して、またはＳＵＤＡ
Ｃからステータス／制御情報を送信または受信するとき、ベースステーションはビーム形
成を実施する。ベースステーションのコントローラは、一定のまたは可変の間隔で、この
２つのモードおよび／または他のモードの間を切り替える。代わりに、または追加して、
コントローラは、送信されるべきまたは受信されることを予期されるメッセージまたは情
報に基づいて、モード間を切り替えるように構成される。あるいは、ベースステーション
は、例えば個々の機能毎に異なるアンテナを使うとき、両方の機能を同時に実施する。
【０１２５】
　ペイロードチャネルおよびステータス／制御チャネルの両方は、所定の操作モードに対
して無力にされる。ＳＵＤＡＣが、構成、すなわちユーザー機器またはベースステーショ
ンによる構成を待っている間（ランデブーモード）、ペイロードチャネルは無力にされる
。これは、単一のチャネルのチャネル帯域幅要件が、狭周波数帯域のステータス／制御チ
ャネルだけを送信することによって最小化できるので、単一のランデブー帯域を利用でき
るＳＵＤＡＣの数を最大化することを可能にする。一定方向のデータ通信（例えば、ＴＤ
Ｄモードにおける、放送のまたは一定方向（アップリンク／ダウンリンク）の時間帯）の
場合、ペイロードチャネルは１つの方向に対して非動作である。ステータス／制御チャネ
ルは、それにもかかわらず、ＳＵＤＡＣとＵＥとの間の接続のためにそれが要求されるの
で、利用されなければならない。仮にＦＤＤが使われて、戻りのチャネルがペイロードオ
リジン（例えばＢＳ）に対して必要でないならば、そのような送信のためのステータス／
制御チャネルは、ランデブチャネル範囲の中に置かれる。他に、それは、ステータス情報
をペイロード送信機（ＵＥまたはＳＵＤＡＣ）に継続してフィードバックするために、Ｆ
ＤＤおよびＴＤＤの中でも使用される。
【０１２６】
　一定方向のデータ通信の場合、ペイロードチャネルは、データ送信が全然ない方向に対
して無力である。第２ＵＥが第１ＵＥと共に同じＳＵＤＡＣピギーバックを使う場合（Ｆ
ＤＤモード、同じ周波数範囲を共有するけれども異なる周波数を使う）、バックエンドス
ペクトルの継続的な使用を提供することは、ステータス／制御チャネルを送信しない。
【０１２７】
　すなわち、ユーザー機器は、正規モードを含む。ここで、それは、ペイロードデータと
、関係したステータス／制御チャネルと、それがペイロードデータを単に送信するピギー
バックモードとを、例えばデータをピギーバックする他のユーザー機器に送信する。
【０１２８】
　従って、ステータス／制御チャネルの帯域幅、および／または、ランデブチャネルの帯
域幅、および／または、ペイロードチャネルの帯域幅が、適応される。ＳＵＤＡＣのプロ
セッサは、受信された信号を周波数変換しながら、信号／制御チャネルのパラメータを適
応するように構成される。これは、たぶん変更されたペイロードデータと関係した個々の
情報を更新または変更することを可能にする。例えば、ＳＵＤＡＣは、変更されたステー
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タス／制御チャネルによって、ピギーバックモードが使われて、関係したユーザー機器の
データに拡張している別のデータがペイロードチャネルの中に含まれることを示す。
【０１２９】
　代わりに、または追加して、ＳＵＤＡＣのプロセッサは、ペイロードチャネルの帯域幅
を変更するように、すなわち、それを増加または減少させるように構成される。仮に帯域
幅が増加するならば、これは、ステータス／制御チャネルにおいて、個々の情報によって
示される。例えば、仮にステータス／制御チャネルのより低い帯域幅が使用または要求さ
れるならば、現在未使用の帯域幅は、例えば、より少ないコンピュータ処理努力およびよ
り少ない時間遅延を可能にする、より低い圧縮レートによって、ペイロードデータを送信
するために使われる。すなわち、これは、ＳＵＤＡＣのプロセッサが、ユーザー機器また
はベースステーションからの制御情報に基づいて、圧縮または解凍の可変のレートを実施
することを可能にする。
【０１３０】
　あるいは、仮にステータス／制御チャネルのより高い帯域幅が使用または要求されるな
らば、ペイロードチャネルの帯域幅は、より高い帯域幅が信号化のために利用されるよう
に、減少される。そして、同じ長さを持つ２つの時間フレームを比較するとき、ステータ
ス／制御チャネルの帯域幅が増加する第１時間フレーム（時間期間）において、ステータ
ス／制御チャネルの帯域幅が増加しない時間フレーム（時間期間）と比較すると、より少
ない数のビットが、ペイロードチャネルを経て送信される。代わりに、または追加して、
ステータス／制御チャネルの数も、例えばペイロードチャネルが別のステータス／制御チ
ャネルに一時的に関係するシナリオにおいて、変えられる。
【０１３１】
　代わりに、または追加して、ステータス／制御チャネルは、上述したように、バックエ
ンド通信リンクにおいて実施される。ＳＵＤＡＣは、制御／ステータスチャネルを経て、
ベースステーションに、または、ベースステーションから、制御データを送信または受信
するように構成される。ＳＵＤＡＣのプロセッサは、ステータス／制御チャネルの中の受
信された制御データに基づいて、ベースステーションのチャネル割当てまたは帯域幅割り
当てを適応するために、ステータス／制御チャネルを適応するように構成される。例えば
、仮にユーザー機器が、より高いデータ転送速度の要求を送信するならば、ＳＵＤＡＣは
、それに応じてベースステーションを制御するために、ステータス／制御チャネルを用い
る。代わりに、または追加して、ネットワークを組織化するように要求されるとき、ベー
スステーションは、ＳＵＤＡＣがフロントエンド通信リンクのパラメータを変更するか、
あるいは、休眠モードに切り換わるように、制御データをＳＵＤＡＣに送信する。
【０１３２】
　ユーザー機器の決定に依存して（例えば、高い資源利用をめざすアルゴリズムによって
、および／または、ユーザー命令に基づいて）、例が、ネットワークを組織化するために
選択される。（それは、ユーザー機器自身またはＳＵＤＡＣまたはベースステーションで
ある）ユーザー機器もまた、ネットワークを制御するためのベースステーションを要求す
る。
【０１３３】
　従って、ユーザー機器は、ＳＵＤＡＣを制御するために、フロントエンド通信リンクの
ステータス／制御チャネルを経て、または、ダイレクト通信リンクを経て、制御情報を送
信する。例えば、ユーザー機器は、制御情報を、ダイレクト通信リンクを経てベースステ
ーションに送信する。その情報は、ベースステーションが制御情報に基づいてＳＵＤＡＣ
を制御するように、ＳＵＤＡＣに関連する。
【０１３４】
　図１３は、ベースステーション４０ａおよびベースステーション４０ｂだけでなく、Ｓ
ＵＤＡＣ１０と、ユーザー機器３０ａおよびユーザー機器３０ｂとを含むＳＵＤＡＣシス
テムの概略図を示す。無線ネットワークにおいて、ユーザーまたはネットワークノードの
情報を、他の参加者に提供および伝達することは、重要である。従って、フロントエンド
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通信リンクおよび／またはバックエンド通信リンクは、正規の通信が省略されるランダム
アクセスチャネル（ＲＡＣＨ）を含む。他の参加者またはデータを更に正規の通信に送信
したい参加者は、ランダムアクセスチャネルにアクセスし、ユーザー機器３０ａのために
記載されたとおりデータを送信する。ユーザー機器３０ａは、フロントエンド通信リンク
を経て、ランダムアクセスデータまたはランダムアクセス情報６２を送信する。ＳＵＤＡ
Ｃ１０は、ループバック機能が実施されるように、ランダムアクセス情報６２を再送信（
ループバック）するように構成されている。無線通信が放送とみなされると、範囲内の全
てのユーザー機器３０ａおよび３０ｂが、情報を受信する。ユーザー機器３０ａは、送ら
れたランダムアクセス情報６２を知ると、チャネル評価などの追加機能を実行するために
、受信された情報を使う。仮にユーザー機器３０ａと３０ｂとの間に直接接続が存在しな
くても、ＳＵＤＡＣを制御し、かつ、ＳＵＤＡＣ１０を経てそのデータをベースステーシ
ョン４０ｂに送信するユーザー機器３０ｂは、この手続によってユーザー機器３０ａから
データを受信する。このように、ユーザー機器３０ａのプロセッサ（例えば図３に記載さ
れたプロセッサ３１）は、それぞれ、フロントエンドチャネルに関連した情報が得られる
ように、送信されたランダムフロントエンド情報６２および受信されたランダムアクセス
情報６２を評価する（比較する）ように構成される。あるいは、特にユーザー機器が、ラ
ンダムフロントエンド情報６２を送信しなかったとき、ランダムアクセス情報６２は、別
のユーザー機器３０ｂまたは（別の）ベースステーション４０ａまたは４０ｂから情報を
得るために評価される。ベースステーション４０ａは、フロントエンドリンクおよび／ま
たはバックエンドリンクの再送信について、ＳＵＤＡＣ１０によって処理されるランダム
バックエンドアクセス情報６４を送信することによって、バックエンドランダムアクセス
チャネルにアクセスするように構成されている。
【０１３５】
　ＳＵＤＡＣ１０は、ランダムアクセス情報６２またはランダムバックエンド情報６４を
評価するように、そして、ランダム（バックエンド）アクセス情報６２および／または６
４に従って、操作を実行するか、または操作モードを適応するように構成される。実行さ
れる操作は、例えば、ランダム（バックエンド）アクセス情報６２または６４が正しく受
信されたことを示す認証に関連した情報の送信である。あるいは、実行された操作は、受
信された情報について、範囲内の通信仲間３０ａおよび／または３０ｂおよび／または４
０ａおよび／または４０ｂに知らせる、新しく生成されたメッセージである。あるいは、
ランダムアクセス情報６２は、ＳＵＤＡＣ１０を制御しないユーザー機器３０ａの優先情
報を含む。例えば、ＳＵＤＡＣ１０は、ユーザー機器３０ａのユーザーの建物（家庭）の
内側に配置されている。ユーザー機器３０ｂは客により操作される。ユーザー機器３０ａ
はＳＵＤＡＣ１０と関係する。例えば、ユーザー機器３０ａが存在しないと、ユーザー機
器３０ｂはＳＵＤＡＣ１０を制御する。仮にユーザー機器３０ａが操作を開始して（存在
して）、および／または、ユーザー命令がユーザー機器３０ａで実行されるならば、ラン
ダムアクセス情報６２は、ＳＵＤＡＣが、ユーザー機器３０ｂによってではなく、ユーザ
ー機器３０ａによって制御されるように要求されることを示す優先情報を含む。ＳＵＤＡ
Ｃは、その時、ユーザー機器３０ａから受信した命令に従って、操作（モード）を変更す
るように構成される。変更された操作は、操作を停止して、および／または、休眠モード
に変更する命令も含む。そのような命令は、代わりに、または追加して、ランダムバック
エンドアクセス情報６４によって、ベースステーション４０ａおよび／または４０ｂによ
って受信される。
【０１３６】
　代わりに、または追加して、ＳＵＤＡＣ１０は、ランダムアクセス情報６２を、バック
エンド通信リンクの要件と互換できるランダムアクセス情報６２’に周波数変換した後、
バックエンド通信リンクを経てランダムアクセス情報６２を送信するように構成される。
代わりに、または追加して、ベースステーション４０ａは、バックエンド通信リンクのラ
ンダムアクセスチャネルを経て、ランダムアクセス情報をＳＵＤＡＣ１０に送信するよう
に構成される。ＳＵＤＡＣ１０は、相互ベースステーション通信を可能にするバックエン
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ド通信リンクにおいて、ランダムバックエンド情報を再送信する。さらに、ＳＵＤＡＣ１
０は、ユーザー機器３０ａおよび／またはユーザー機器３０ｂに情報を放送するために、
フロントエンド通信リンクを経てランダムバックエンド情報を送信するように構成される
。
【０１３７】
　送信の１つの他の特別な場合は、中継のｓ６Ｇ側だけでなくＥＨＦにおけるペイロード
チャネルループバックである。これは、ＳＵＤＡＣが、帯域内（ＥＨＦ－ＥＨＦまたはｓ
６Ｇ－ｓ６Ｇ）として、または中間帯域（ＥＨＦ－ｓ６Ｇまたは逆もまた同様）中継とし
ても、動作することを可能にする任意のモードである。
【０１３８】
　すなわち、概念の目新しさは、ステータス／制御チャネルのループバック部分である。
仮にＵＥがＳＵＤＡＳを使うことを望み、使われたＳＵＤＡＣを発見のみし、ＳＵＤＡＣ
を使うＵＥとのダイレクト接続を確立することができないならば、この概念は有利になる
。
【０１３９】
　ループバック情報は、ＳＵＤＡＣ－プロセッサによっても分析できる。これは、いくつ
かの特別な命令に対して動作すること、例えば、いくつかの情報をバックエンドステータ
ス／制御チャネルに転送こと、または、ユーザー機器（例えば３０ｂ）に接続開放を強制
することなどを決定することができる。これによって、仮にバックエンドステータス／制
御インタフェースが実施されるならば、バックエンド側（逆もまた同様）へのループバッ
ク転送が行われる。それにもかかわらず、ステータス／制御インタフェース（ＳＵＤＡＣ
、ＵＥ、ＢＳ）を持つ全ての機器は、データの承認および中継として、ループバックデー
タを再送信しなければならない。
【０１４０】
　図１４ａおよび図１４ｂはループバック機能の詳細を説明する。図１４ａにおいて、ユ
ーザー機器３０ａは、ＳＵＤＡＣ１０の制御／ステータスチャネル５４ａと関係する。ユ
ーザー機器３０ａによって使われない時間の間、ユーザー機器３０ｂは、ループバック要
求、すなわちランダムアクセス情報６２を送信する。そのような送信が許される時間は、
ユーザー機器３０ａによって送信された、いわゆるパイロットシンボル６６ｕによって示
される。別のユーザー機器３０ａは、パターン（例えばパイロットシンボル６６ｕの間の
時間間隔）に従って、パイロットシンボル６６ｕを送信するように構成される。別のユー
ザー機器３０ｂは、パターンに、すなわちパイロットシンボル６６ｕに同期して、ランダ
ムアクセス情報６２を、そのために確保された時間（または周波数）スロットにて送信す
るように構成される。
【０１４１】
　図１４ｂは、ループバック反応が、ＳＵＤＡＣ１０によって送信された２つのパイロッ
トシンボル６６ｓの間に挿入される、ＳＵＤＡＣ１０の再送信を示す。従って、ＳＵＤＡ
Ｃ１０は、ループバック要求６２をそのダウンリンクチャネルに中継する。あるいは、Ｓ
ＵＤＡＣ１０は、ランダムアクセス情報６２の修正されたバージョンも送る。例えば、ユ
ーザー機器３０ｂは、ＳＵＤＡＣ１０を認識し、ＳＵＤＡＣ１０が使用されること、すな
わち、他のユーザー機器によって制御されることも認識する。ランダムアクセス情報６２
は、ＳＵＤＡＣ１０を制御するユーザー機器に関連した情報を要求すること、または、Ｓ
ＵＤＡＣ１０に関係したベースステーションに関連した情報などに関連する。ＳＵＤＡＣ
１０のループバック反応は、その時、要求された情報を含む。すなわち、ＳＵＤＡＣは、
要求された情報を提供する。代わりに、または追加して、ＳＵＤＡＣ１０は、ランダムア
クセス情報６２のペイロード部分を送信のみするように構成される。
【０１４２】
　代わりに、または追加して、パイロットシンボル６６ｕおよび／または６６ｓは、図１
９において説明されるように、ステータス／制御チャネルの中に含まれる。
【０１４３】
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　すなわち、ユーザー機器３０ａが、ステータスおよび命令および命令反応情報を送信す
ることを可能にする唯一のユーザー機器である間、ユーザー機器３０ｂは、ループバック
要求スロットの中のデータを送信する。このデータは、後で、ＳＵＤＡＣ１０のダウンリ
ンクチャネル上で、ループバック反応として再送信される。Ｌ１と表示されたメッセージ
は、また、同期およびチャネル評価の目的のための追加のパイロットシンボルを含む。
【０１４４】
　ＳＵＤＡＣのフロントエンドリンク構成に気づくどんなＵＥでも、そのフロントエンド
ダウンリンクチャネルを聞くことによって、そのＳＵＤＡＣ送信構造に同期する。その時
、情報を、ＳＵＤＡＳフロントエンドダウンリンクチャネル上で別に中継される、ＳＵＤ
ＡＣフロントエンドアップリンクチャネルに挿入することが可能である。それによって、
特に、ＳＵＤＡＣを制御するＵＥおよび情報を送信するＵＥが、中継されたメッセージを
受信する、ことが保証される。この方法は、例えば、ちょうど単一のＵＥのためのダイレ
クトループバックリンクのように、２つのＵＥの間の通信を可能にするために、また、全
ての聞き取りＵＥにメッセージを放送するために用いられる。
【０１４５】
　図１５ａは、アップリンク方向の、ＳＵＤＡＣ１０により実行される、フロントエンド
通信リンク１８からバックエンド通信リンク１４への変換を説明する。ＳＵＤＡＣ１０は
、ステータス／制御チャネル５４とペイロードチャネル５６とを含むユーザー情報信号３
２ｂを受信する。ＳＵＤＡＣは、例えば圧縮されて転送された方法によって、ペイロード
５６をペイロード５６’に変換する。通信信号４２ａは、用語ｆtuneBand2aおよびｆtune

Band1aによって標示されるように、異なる周波数で送られる。ペイロード５６’ａは、帯
域ギャップＢG2によって他のＳＵＤＡＣ５６’ｂからのペイロードから分離される。ペイ
ロード５６は、帯域ギャップＢG1によってステータス／制御チャネル５４から分離される
。帯域ギャップＢG2とＢG2とは、互いに等しいか、または異なる帯域幅から成る。代わり
に、または追加して、ペイロードチャネル５６’ａを経て送信された情報は、ＳＵＤＡＣ
１０によって受信されて、ペイロード５６’ａに集められた、ペイロードチャネル５６を
経て受信された情報の複数の部分から成る。上で述べたように、ステータス／制御チャネ
ル５４は、周波数領域においてペイロードチャネルから分離されると記載されるけれども
、それらは、例えば、ＴＤＭＡ転送モードを使うとき、同じ周波数を経て送信される。
【０１４６】
　図１５ｂは、ダウンリンク方向のＳＵＤＡＣ１０の変換を記載する。通信信号４２ｂは
、信号４２ａと信号４２ｂとの間の干渉が減少または避けられるように、図１５ａに記載
された中心周波数ｆtuneBand1aと異なる中心周波数ｆtuneBand1bのペイロードチャネル５
６から成る。ＳＵＤＡＣ１０は、通信信号４２ｂを、例えばペイロード５６’と比較した
とき圧縮される、ステータス／制御チャネル５４とペイロード５６とを含むユーザー情報
信号３２ａに変換する。ユーザー情報信号３２ａの中心周波数はｆtuneBand2bとして示さ
れ、図１５ａに記載された中心周波数ｆtuneBand2aと異なる。
【０１４７】
　図１５ａおよび図１５ｂは、ステータス／制御チャネル５４とペイロードチャネル５６
および／または５６’ および／または５６’ａおよび／または５６’ｂとの間の関係を
例示的に記載する。ステータス／制御チャネル５４とペイロードチャネル５６とは、図１
５ａおよび図１５ｂに記載されるように、異なる周波数で送信される。時間分割多重アク
セス（ＴＤＭＡ）の場合、ステータス／制御チャネル５４は、ペイロードチャネル５６に
埋め込まれる。ステータス／制御チャネル５４は、この場合、受信中は全ての送信機のス
イッチを切ること（逆もまた同様）を可能にする、関連したペイロードと同じ時間スロッ
トの中に送信される。ＣＤＭＡやＳＤＭＡなどの他の変調計画の利用は、同様の効果を結
果として生じる。
【０１４８】
　図１６ａは、図１３ａおよび図１３ｂと比較したとき、修正された状況を示す。ＢRela

yと表示されたペイロードデータのための帯域幅は、より大きい。ペイロードデータは、
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２つのペイロードチャネル５６ａおよび５６ｂの中に送信され、５６’ａおよび５６’ｂ
に変換される（図１６ａ）。逆もまた同様である（図１６ｂ）。すなわち、ペイロードチ
ャネルは、複数の異なるペイロード情報から成る。ここで、帯域幅ＢRelayは、上述した
ように、実際の状況に依存して変化する。異なるペイロード情報は、帯域ギャップによっ
て分離される。図１４ａおよび図１４ｂに記載したピギーバックモードにおいて、ペイロ
ード２とラベル付けされたペイロードデータは、ステータス／制御情報を分離しないで送
信されるので、分離が実施される。ペイロードチャネル５６ａは、帯域ギャップＢG3によ
ってペイロードチャネル５６ｂから分離される。帯域１、すなわち極超短波のペイロード
信号の間の少なくともＢG1＋ＢG3＋ＢS/Cの帯域幅ＢG4から成るガード帯域を導入するこ
とは任意である。これは適しているけれども、未使用の帯域ギャップでのノイズおよび干
渉増幅による影響は、適したフィルタリング戦略を考慮しなければならない。あるいは、
帯域幅ＢG4は、異なる値、例えば少ない複雑さ（周波数範囲のフィルタ機能のより平らな
傾斜－チャネルの周りの点線によって標示されている）を持つフィルタを可能にする高い
帯域幅、または、（媒体を通して増加した情報量を可能にする）低い帯域幅から成る。例
えば、仮に単一のワイド帯域チャネルが、帯域１（例えば、２００ＭＨｚ）のために、多
重ＥＨＦペイロードチャネルから集められるべきならば、帯域幅ＢG4も０の値から成る。
【０１４９】
　すなわち、ピギーバック方法は、チャネルペイロード帯域幅を動的に変更することの一
般化である。この方法を通して、フロントエンド通信リンクが、バックエンド通信リンク
が割り当てられるのと同じ方法で割り当てられるので、システムの中継パスを最大化する
ことが可能になる。従って、順応的な帯域幅を持つ簡単な中継が、多重チャネルを中継す
るために用いられる。
【０１５０】
　図１７ａ～図１７ｄは、通常の割り当てとピギーバック割り当てとの間の比較を説明す
る。図１７ａにおいて、３つのユーザー機器が、通信するためにそれぞれチャネルを使用
して、３つのステータス／制御チャネル５４ａ～５４ｃおよび３つのペイロードチャネル
５６ａ～５６ｃを結果として生じることが、模式的に説明される。図１７ｂは、これは、
バックエンド通信リンクのために３つのＳＵＤＡＣの使用を結果として生じることを説明
する。個々のＳＵＤＡＣは、１つのベースステーションとの通信を実行するように構成さ
れる。
【０１５１】
　図１７ｃにおいて、ピギーバックすることを可能にすることによって、ペイロードチャ
ネル５６ａ～５６ｃに関係した１つのステータス／制御チャネル５４ａのみが、要求され
ることが記載される。バックエンド通信において、１つのステータス／制御チャネルに基
づいて、図１７ｄに示されるように、情報は１つのベースステーションに送信される。従
って、極高周波（帯域１）のための割り当ては、１つのＳＵＤＡＣのみを必要とする。
【０１５２】
　すなわち、この方法を予想通りに使うために、ＢＳは、ＳＵＤＡＳに気づくことを必要
とする。これは、以下のいずれかを意味する。ａ）仮にそれがダイレクトＵＥ－ＢＳリン
クおよび／または中継されたリンクを経てＳＵＤＡＳを使うならば、ＢＳはＵＥに疑問を
表明する。ｂ）および／または、ＵＥがＢＳに、それが（ダイレクトＵＥ－ＢＳリンクお
よび／または中継されたリンクを経て）ＳＵＤＡＳを使うことを公表する。ｃ）および／
または、ＳＵＤＡＳは、（例えば、使われたモバイル規格に応じて、または、バックエン
ドリンクステータス／制御チャネルを経て、ペイロードにタグを付けることによって、）
ＢＳにその存在を公表する。
【０１５３】
　ＳＵＤＡＳの存在の認識を持つことによって、ＢＳは、フロントエンド通信リンクが、
それに応じて、例えば隣接している周波数ブロックの中に割り当てられるように、バック
エンド通信リンクチャネルを割り当てることができる。これは、多重ＢＳを横切る割り当
ても含む。例えば、それら自身のオペレータのＢＳに全て接続される２つのＵＥは、１つ
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のＳＵＤＡＣを共有しようとする。一方のＵＥは、ＳＵＤＡＣの制御を持つ。他方のＵＥ
は、ＳＵＤＡＣと構成とを発見して、ピギーバックモードを使おうとする。そのため、Ｕ
Ｅは、有効な周波数マップ上で、ＳＵＤＡＣを経て（例えばループバック送信を経て）交
渉できる。そして、仮にそれらが、要求されたセットアップをサポートするか、または代
わりの割り当てを提案して構成することができるならば、それらは、情報を提供するそれ
らの個々のＢＳに、計画されたピギーバックモードを公表する。それから、最適なセット
アップが、例えば重み付けアルゴリズムによって選択される。これは、ＵＥがＳＵＤＡＣ
を制御する強制された変化を含みさえする。
【０１５４】
　ステータス／制御チャネルは、アップリンクとダウンリンクのために使われる。サポー
トされる情報の例は、以下において提供される。ここで、それは、代わりに、または追加
して、慣例の情報を含む。義務的な情報は、全ての時間において供給される必要はないけ
れども、要求に応じて送信される（例えば、干渉マップは、全ての時間において送信され
る必要がない良好な候補者である）。
【０１５５】
　情報／機能　　　　　　　　　　　：説明
　パイロットシンボル　　　　　　　：チャネル評価を可能にする特殊シンボル。
　内部ステータス　　　　　　　　　：パワー消費量、温度、構成情報、ＳＵＤＡＣ性能
などのような内部情報。
　ローカルＭＡＣアドレス　　　　　：ステータス／制御情報を送信する機器の特定のＩ
Ｄ（これはＳＵＤＡＣ／ＵＥペアを定義するために使用される）。
　リモートＭＡＣアドレス　　　　　：送信を受信する機器の特定のＩＤ（これは、ＳＵ
ＤＡＣ／ＵＥペアを定義するために使用される）。このＭＡＣは、１つのＵＥのみが、所
定の時間にリンクを中継する、与えられたＳＵＤＡＣを制御することを保証するために、
送信の期間中、選択される。
　フロントエンド・アップリンク周波数：フロントエンド通信リンクのＨｚの周波数。仮
に固定された周波数スロットが定義されるならば、アップリンクはもちろんＩＤである。
　フロントエンド・ダウンリンク周波数：リンクのＨｚの周波数。仮に固定された周波数
スロットが定義されるならば、ダウンリンクはもちろんＩＤである。
　バックエンド・アップリンク周波数　：バックエンド通信リンクのＨｚの周波数。仮に
固定された周波数スロットが定義されるならば、アップリンクはもちろんＩＤである。
　バックエンド・ダウンリンク周波数　：バックエンド通信リンクのＨｚの周波数。仮に
固定された周波数スロットが定義されるならば、ダウンリンクはもちろんＩＤである。
　フロントエンド帯域幅　　　　　　：フロントエンドにおいて使われる現在のフィルタ
の帯域幅。
　フロントエンドＴＤＭＡ情報　　　：計画の情報およびフロントエンドリンクの時間多
重の場合の使用。
　バックエンドＴＤＭＡ情報　　　　：計画の情報およびバックエンドリンクの時間多重
の場合の使用。
　バックエンド帯域幅　　　　　　　：バックエンドにおいて使われる現在のフィルタの
帯域幅。
　中継リンクを使うＵＥの数　　　　：仮にピギーバックモードが所定のリンクのために
使われるならば、指示。
　フロントエンド通信リンクを使うＵＥのＩＤ：ＵＥがピギーバックモードを使っている
指示。
　提供される中継リンクの数　　　　：ＳＵＤＡＣが中継リンクの無連結の数を実施する
。
　使われる中継リンクの数　　　　　：ＳＵＤＡＣが中継リンクの無連結の数を実施する
。
　フロントエンド干渉周波数　　　　：発見された干渉についての情報を含むリスト。
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　リンク品質標識　　　　　　　　　：バックエンド通信リンクおよびフロントエンド通
信リンク、例えば信号対ノイズ比（ＳＮＲ）の品質についての情報。
　ステータス／制御配置　　　　　　：ステータス／制御チャネルの配置または慣例の配
置を予め決める情報が使われる。
【０１５６】
　図１８は、ステータス／制御チャネルに埋め込まれる同期シンボルの使用を記載する。
パイロットシンボル６６は、ステータス／制御チャネル５４の同期マーカーとしても示さ
れる。ステータス／制御チャネル５４は、チャネル評価のためのパイロットシンボル６６
と、信号化データ６７とから成るフレーム構造を含む。信号化データ６７は、図１９に記
載されるように、セクションの異なるタイプを含む。
【０１５７】
　図１９に示された説明によると、それに制限されないけれども、信号化データの中に５
種類の異なるタイプの内容がある。ａ）固定ステータスデータ：これらは正規の間隔で送
信される。ｂ）命令データ：送信機は命令を受信機に送信する。通常、これは、ＳＵＤＡ
Ｃを制御するために、ＵＥによって使用される。しかし、例えばＢＳがＳＵＤＡＣを制御
して、それから、それに応じてＵＥを構成するためにＳＵＤＡＣを使用するとき、ＳＵＤ
ＡＣからＵＥにも使われる。（ｃ）応答データ：これは、受信された命令に関係したデー
タを含む。通常、これは、ＵＥによって送られた命令を認証するために、ＳＵＤＡＣによ
って使われる。しかし、ＳＤＵＡＣが命令（または要求）をＵＥにも送るので、この使用
に限定されない。（ｄ）ループバック要求：これは、命令またはステータス情報を制御／
データストリームに挿入して、ランダムアクセスチャネルを作成するために、活動的ＳＵ
ＤＡＣリンクと関係しないＵＥのために確保されたデータスロットの中に送信される。（
ｅ）ループバック反応：これは、ループバック要求スロットからループバックされたデー
タを含むチャネルとして実施される。
【０１５８】
　この概念は、時間－周波数－コード－空間の中の実際の実現から独立している。パイロ
ットシンボルの実際の分配は、恣意的に、または既存のプロトコルに従って定義される。
【０１５９】
　可変の基幹構成を考慮するネットワーク構造を実施するために、以下に説明されるよう
に、ネットワークノードの別の機能が実施される。
【０１６０】
　ＵＥでＳＵＤＡＳを使うために、ＳＵＤＡＣの存在に気づくことが必要がある。従って
、ＵＥは、ＳＵＤＡＣを発見するための方法をサポートする。ＥＨＦ帯域の発見プロセス
は、ＵＥまたはＳＵＤＡＣによって開始される。ＢＳは、ＳＵＤＡＣがＢＳと直接通信す
ることができる場合において、ｓ６Ｇ帯域で同様な方法をサポートする。以下において、
ＵＥがプロセスを開始すると推定する方法が説明される。これは、それが実際に必要なと
きにのみそれがＳＵＤＡＳを発見して構成するので、全体の放射パワーを最小化するパワ
ー効率的方法である。その方法は、もちろん、ＳＵＤＡＣが、ＳＵＤＡＳの他の参加者の
活動的な発見をすることも可能にするような方法で拡張できる。仮にＵＥが、ＳＵＤＡＳ
の存在のために常に聞くならば、これは、もちろん、特に問題になる、より大きなパワー
を消費する。
【０１６１】
　ＳＵＤＡＣに電源を入れた後、それはデフォルトとしてランデブーモードに入る。その
後、ＳＵＤＡＣは待機し、タイムアウトし、仮にＵＥとの接続が確立されないならば、休
眠モードに入る。仮に接続が確立されるならば、ＳＵＤＡＣは、ＵＥによってランデブー
周波数と異なる周波数で受信および送信するように構成される。
【０１６２】
　これは、ＵＥが、４つ以上の異なる状態のうちの１つを持つＳＵＤＡＣを発見しようと
することを意味する。
【０１６３】
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　休眠モード（パワーダウンモードとも呼ばれる）の目的は、ＳＵＤＡＣが活動しない間
、パワー消費量を最小化することである。いくつかのまたは全てのエア・インタフェース
は使用不可にされて、ＳＵＤＡＣは発見できない。休眠モードは、構成可能な時間の後に
終了し、傾聴モードが入る。
【０１６４】
　傾聴（操作）モードにおいて、バックエンド通信リンクインタフェースは使用不可にさ
れる。フロントエンド・ダウンリンクインタフェースは使用不可にされる。フロントエン
ド・アップリンクインタフェースは使用可能である。ＳＵＤＡＣは、ランデブー周波数を
通して、そのステータス／制御受信インタフェースを循環して、「ウェイクアップ」命令
を聞く。ＳＵＤＡＣは、ランデブー周波数において受信されたパワーを分析する。パワー
が他のＳＵＤＡＣによって引き起こされない場合、周波数帯域は、「干渉する」として、
マークを付けられ、構成可能な数の走査サイクルに対して走査プロセスから省略される（
注意：干渉テーブルはステータス／制御チャネル上に送信される）。その最後の活動周波
数を加えた全てのランデブー周波数を通って進んだ後、ＳＵＤＡＣは休眠モードに入る。
仮にウェイクアップ命令が発見されるならば、ＳＵＤＡＣは、ウェイクアップが発見され
た周波数で／の近くでランデブーモードに入る。仮にＳＵＤＡＣが、活動的な発見をする
が可能であるならば、ＳＵＤＡＣは発見モードに入る。発見モードに入ることも、押しボ
タンのような外部インタフェースによって強制される。
【０１６５】
　オプションの発見（操作）モードにおいて、バックエンド通信リンク・アップリンクイ
ンタフェースは使用不可にされる。バックエンド通信リンク・ダウンリンクインタフェー
スは使用不可にされる。ペイロードチャネルは使用不可にされる。フロントエンド・ダウ
ンリンクインタフェースは、ランデブチャネルの低い干渉周波数で使用可能である。ウェ
イクアップ命令は送信されて、フロントエンド・アップリンクインタフェースは使用可能
である。ランデブチャネルの走査は、干渉またはＳＵＤＡＣまたはＵＥを検出するために
実行される。仮にＳＵＤＡＣまたはＵＥが、検出されないならば、干渉情報は、ダウンリ
ンクインタフェースの構成のために提供される。仮にＵＥまたは他のＳＵＤＡＣのステー
タス／制御情報が、受信されるならば、ネットワーク配置についての情報が格納される。
追加のＳＵＤＡＣまたはＵＥが検出されない与えられた時間の後に、ＳＵＤＡＣは休眠モ
ードに入る。
【０１６６】
　ランデブー（操作）モードにおいて、バックエンド通信リンク・アップリンクインタフ
ェースは使用不可にされ、バックエンド通信リンク・ダウンリンクインタフェースは使用
可能である。ＵＥは、ＢＳ構成に従ってＳＵＤＡＣのバックエンド通信リンク周波数を構
成する（仮にＢＳ－ＳＵＤＡＣステータス／制御チャネルが実施されるならば、これはＢ
Ｓ自身によってもされる）。ＳＵＤＡＣは、バックエンド通信リンクの品質（例えば、パ
ワー、ＳＮＲなど）を継続的に測定する。ペイロードチャネルは使用不可にされ、フロン
トエンド・ダウンリンクインタフェースは使用可能である。ＳＵＤＡＣのステータス／制
御情報は送信され、これは、バックエンド・ダウンリンクの品質指標を含む。フロントエ
ンド・アップリンクインタフェースは使用可能である。ＵＥのステータス／制御情報は受
信される。ＵＥの命令に対して、ＳＵＤＡＣはアクティブモードに入る。このため、ペイ
ロードがランデブー帯域内で許されないので、周波数は変更される。このため、フロント
エンド周波数はＵＥによって構成される。周波数を決めるために、ＵＥは、周波数領域を
走査することができ、低い干渉をもつ周波数を選択することができ、それが格納されるか
、または他のＵＥまたはＳＵＤＡＣまたはＢＳによって提供される、ネットワーク配置の
知識を使うことができる。それにもかかわらず、ＵＥは、干渉のために走査することによ
って、周波数割り当ての妥当性を確認する。構成可能な量の時間にＵＥのステータス／制
御を受信しないと、ＳＵＤＡＣは休眠モードに入る。
【０１６７】
　アクティブ（操作）モードにおいて、全てのエア・インタフェースが使用可能である。
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ペイロードチャネルおよびステータス／制御チャネルは、構成に従って使用可能である。
構成可能な量の時間にＵＥのステータス／制御を受信しないと、ＳＵＤＡＣは全てのエア
・インタフェースを使用不可にし、休眠モードに入る。
【０１６８】
　パワーを落とされたＳＵＤＡＣを発見するために、ＵＥの第１ステップは、全ての到達
可能なパワーを落とされたＳＵＤＡＣをウェイクアップし、ランデブーモードに入ること
をそれらに強制することである。これは、ランデブー周波数でウェイクアップ命令を送信
することによってなされる。これは、信号が全ての利用可能なＳＵＤＡＣによって受信さ
れることを保証するために、ＳＵＤＡＣの休眠サイクルの期間になされる。ＵＥは、少な
くとも１つのランデブー周波数で、ウェイクアップ命令を送信する。この周波数の選択は
、干渉パワーのための候補周波数を走査して、十分に低い干渉パワーを持つ周波数を選択
することによってなされる。走査された周波数範囲は、ＳＵＤＡＣのウェイクアップ応答
が期待される周波数帯域も取り巻く。ＦＤＤモードにおいて、これは要求周波数とは別の
周波数である。ＴＤＤモードにおいて、これは明らかに要求周波数と同じである。
【０１６９】
　あるいは、ＳＵＤＡＣは、ウェイクアップするのために活動（受信されたパワー）のた
めのｓ６Ｇ帯域またはＥＨＦ帯域を走査し、ランデブチャネルでのステータス／制御を送
信する。ＵＥは、その時、ステータス／制御に対して（すなわちステータス／制御チャネ
ルを経て送信された情報に対して）、簡単に走査する。もちろん、ＳＵＤＡＣは、使われ
たランデブー周波数も連続的に、または個別に取り除くことができる。これはステータス
／制御の送信であり、隣の周波数に進む前の反応のための待機である。
【０１７０】
　ランデブーモードのＳＵＤＡＣを発見するために、ＵＥは、受信された制御チャネルに
対してその選択されたランデブー認証周波数を走査する。この周波数は、ＴＤＤの場合、
ウェイクアップ周波数と同じである、または、（例えば、ウェイクアップ命令により定義
された）ＦＤＤのウェイクアップ命令周波数に対して、既知の相対的位置を持つ異なる周
波数である。ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）プロトコルは、ウェイクアップ命令
に解答する多重ＳＵＤＡＣを発見するために使われる。ダウンリンク制御チャネルの受信
の後、ＵＥはアップリンク制御チャネルを送信し、例えば最も良いＳＮＲのようなある決
定規則に従って、異なるフロントエンド通信リンク周波数に対して、選択されたＳＵＤＡ
Ｃを構成する。そして、ＵＥは、このチャネルのステータス／制御メッセージを規則的に
送信することによって、既に取得されたＳＵＤＡＣを保持できる。従って、取得されたＳ
ＵＤＡＣが休眠モードに後退することを抑制しながら、ＵＥは別のＳＵＤＡＣを発見しよ
うとすることができる。
【０１７１】
　活動的なＳＵＤＡＣは、フロントエンド通信リンクにおいて、ＥＨＦ帯域を走査して、
送信されたパワーを検索するＵＥによって発見される。仮に重要なパワーを持つペイロー
ドチャネルが見つけられるならば、ＵＥは、ペイロードチャネルのキャリア周波数からの
明確な周波数距離にて、または、ＳＵＤＡＣ送信機能に依存するペイロード周波数にて見
付けられるＳＵＤＡＣ制御チャネルを復号しようとする。ＳＵＤＡＣ制御チャネルが見付
けられる場合において、ＵＥは、ＳＵＤＡＣがピギーバックを使用されるかどうかを決め
るために、内容を分析する。それは、ＳＵＤＡＣの未使用のペイロード帯域幅が、ステー
タス／制御チャネルを提供しないで、第２ＵＥによって使用されることを意味する。
【０１７２】
　ＳＵＤＡＳを使う間、発見の処理は、ＵＥが移動して、新しい資源再配分のための決定
がされる間、新しいＳＵＤＡＣが検出されていることを保証するために、ＵＥによって規
則的に開始される。この発見の処理は、たぶん、より良い接続を持つＳＵＤＡＣに移譲す
るように、活動的なＳＵＤＡＣがＵＥを使用可能にするために、ＥＨＦ帯域の規則的な走
査も含む。これは、もちろん、他のＳＵＤＡＣを現在使うＵＥと交渉される必要がある。
【０１７３】
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　もちろん、他の応用が、ＳＵＤＡＳによって提供された基幹構成を使うことに注目され
る。例えば、屋内のナビゲーションは、ＳＵＤＡＳによって提供されたステータス／制御
チャネルに基づくことができる。
【０１７４】
　全ての到達可能なＳＵＤＡＣが発見された後、資源は、資源割り当ておよびチャネル化
によって、最適な方法で割り当てられる必要がある。考慮される点は、以下の通りである
。ａ）バックエンド通信リンク帯域幅は、システムの中で最も多く制限された資源である
。ｂ）および／または、システムは、多重のＵＥを有利に提供することができる。ｃ）お
よび／または、システムは、多重のモバイルネットワークオペレータから潜在的に、多重
のＢＳを有利に提供することができる。ｄ）および／または、ＵＥとして静的ではないネ
ットワークトポロジーは移動する、または、ＵＥの環境は変化する（例えば、体の動き）
。ｅ）ＵＥによって要求されるデータ転送速度（および、それゆえリンク品質）は、時間
上変化する。ｆ）および／または、ＳＵＤＡＣとＵＥとは、干渉者として（ＥＨＦで）互
いに活動する。ｇ）および／または、他の機器は、ＳＵＤＡＣに対して干渉者として活動
する。ここで、ＵＥは、どのＳＵＤＡＣをデータ通信のために使うか、および、開放する
か、を決めることができる。これはＢＳと協働してなされる。協働のタイプはＳＵＤＡＣ
の機能に依存する。
【０１７５】
　フロントエンドステータス／制御チャネルは、空間ＭＩＭＯ技術を使用する。または、
ＥＨＦのために要求されるアンテナとして、ビーム形成は、ＳＵＤＡＣおよびＵＥに提供
される。すなわち、ステータス／制御チャネルは、割り当て計画に従って送信される。サ
ブ６Ｇ帯域に対して、ＳＵＤＡＣは、たいてい単一のアンテナのみを組み込まれる。この
場合、ＢＳは、ビーム形成技術を、バックエンドステータス／制御チャネルに対して適用
するのみである。これは、ステータス／制御チャネルが、バックエンド通信リンクにおい
て実施される場合において、ＢＳがＭＩＭＯとビーム形成モードとの間を識別することを
意味する。ａＳＵＤＡＣの場合、ＢＳは、異なる周波数で、ビーム形成されたステータス
／制御チャネルを送信する。一方、ｄＳＵＤＡＣは、代わりに、データのどんなタイプが
送信されるべきであるかに依存して、空間多重化または時空符号化と、ビーム形成との間
の切り替えをする。ステータス／制御データのために、ＢＳがビーム形成モードに切り換
わる一方、ペイロードデータを送信するために、空間多重化または時空符号化ＭＩＭＯモ
ードが使われる。
【０１７６】
　バックエンドステータス／制御チャネルが利用可能である場合、ＳＵＤＡＣは、ＢＳま
たはＵＥまたは両方のいずれかによって構成される。交渉は、ＵＥとＢＳとの間で直接に
、または、個々のＳＵＤＡＣを経て起こる。例えば、ａＳＵＤＡＣとｄＳＵＤＡＣとから
成る混合ＳＵＤＡＳにおいて、ＵＥはフロントエンド通信リンクの資源割り当てを構成す
る一方、ＢＳはバックエンド通信リンクの資源割り当てを構成する。
【０１７７】
　使われたＳＵＤＡＣについての決定およびそれらの時間（ｔ）／周波数（ｆ）－資源の
構成は、段階プロセスにおいてなされる。段階１は、フロントエンドリンクの品質と利用
可能性に基づく。ＵＥは、ダウンリンクステータス制御チャネルを分析することによって
、フロントエンドリンクの品質を決めることができる。ＵＥは、アップリンクチャネルの
テストデータをＳＵＤＡＣに送信して、ループバックされた信号を分析することによって
、アップリンクチャネルの品質およびチャネル歪みについての情報を受信するためのルー
プバック方法を使う。あるいは、ＳＵＤＡＣは、ＵＥアップリンクステータス／制御デー
タを分析して、フロントエンド・ダウンリンクステータス／制御チャネルのステータス情
報として分析の結果を含むことによって、品質情報を提供する。このように、ＵＥは、良
好なフロントエンド接続によって、ＳＵＤＡＣだけを使うと決めることができる。あるい
は、ＢＳは、ＳＵＤＡＣとＵＥから品質情報を受信することによって、使われたフロント
エンド通信資源を決めることができる。使われたフロントエンド通信リンク（ＴＤＤまた
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はＦＤＤ）のタイプは、ネットワーク配置のＳＵＤＡＣ機能および全体の計画によって決
められる。ＳＵＤＡＳ内の異なるリンクタイプの混合は可能である。
【０１７８】
　リンクの評価の段階２は、ダウンリンクおよびアップリンクの中のバックエンドリンク
の品質（例えば、信号対ノイズ比（ＳＮＲ））を分析することである。ＳＵＤＡＣタイプ
に依存して、ＳＵＤＡＣは、バックエンド・ダウンリンクの品質指標（例えば、受信した
パワー、ＳＮＲ）を、ＵＥに直接に提供することができる。あるいは、ＵＥは、フロント
エンド・ダウンリンクを通して提供された、中継されたペイロードの品質基準を計算でき
る。これによって、ＵＥは、ＢＳとの良好なダウンリンク接続によって、ＳＵＤＡＣを使
うことを選択することができる。バックエンド・アップリンクの品質は、その受信条件を
ＵＥにフィードバックするＢＳによって、評価できるだけである。このため、ＳＵＤＡＣ
の送信パワーは、ＢＳにて良好なＭＩＭＯ行列を達成するための最適なパワー分配を提供
するように、ＵＥまたはＢＳによって構成される。
【０１７９】
　ＳＵＤＡＣとＢＳとの間のステータス／制御チャネルが確立される場合において、チャ
ネルの品質が、フロントエンド通信リンクの中のこのチャネルリンクを分析することによ
って見積もられる。
【０１８０】
　それに加えて、ＵＥは、周波数資源を割り当てるために、ＢＳと協働できる。これは、
資源割り当ての意味において、ＵＥからＢＳへの全体の送信の最適化を可能にする。
【０１８１】
　ＵＥの最大数は、ＳＵＤＡＳを共有することを可能にする。複数のＵＥが１つのＳＵＤ
ＡＳを使って、ピギーバックモードを使用可能にする場合において、ＵＥは、単一のＳＵ
ＤＡＣが複数のＵＥのペイロードデータを送信できるように、ＢＳが互いのそばの送信周
波数を割り当てること（または、割り当てることを決めること）、を要求できる。ＳＵＤ
ＡＣが、異なる非同期ＢＳ（これらは異なる周波数でなければならないことを意味する）
から、ＴＤＤモードのペイロードチャネルを送信する場合、これらのチャネルは、また、
シンボル干渉を禁止するために、帯域２の周波数によって分離される。周波数の選択的減
衰または干渉によって引き起こされた、悪いＢＳからＳＵＤＡＣへの接続の場合、ＵＥは
、悪いバックエンド通信リンクを避けるために、帯域１のアップリンク周波数をシフトす
ることをＢＳに要求できる。周波数の選択的減衰または干渉によって引き起こされた、悪
いＳＵＤＡＣからＢＳへの接続の場合、ＢＳは、帯域１のバックエンド通信リンク周波数
をシフトすることを決めることができる。
【０１８２】
　ピギーバック送信も、代わりに、または追加して、ベースステーションから異なるユー
ザー機器に実施される。ＳＵＤＡＣは、互いに隣接して配置されている、または、間隔を
おいて配置されている（すなわち、他のチャネルが間に配置されている）２つのペイロー
ドチャネルの中のペイロード情報を受信する。ＳＵＤＡＣは、異なるペイロード情報を１
つのペイロードチャネルに集めて、そのペイロードチャネルを、ＳＵＤＡＣを制御してい
るユーザー機器に、および／または、別のユーザー機器に送信するように構成される。従
って、ピギーバックモードは、フロントエンド通信リンクの中の１つのチャネルと異なる
ペイロードチャネルに専念したキャリア周波数（または、他の資源）を集めることを、キ
ャリア集合体と結合して実施される。ａＳＵＤＡＣは、周波数領域で互いに隣接したペイ
ロードチャネルを配置する。ｄＳＵＤＡＣは、１つのフロントエンド通信信号を得るため
に、他の信号処理操作を実行する。これは、ベースステーション（アップリンク）の方向
の通信にも適用する。
【０１８３】
　追加の機能が実施される。例えば、ＢＳは、ＳＵＤＡＣを停止または使用可能にするよ
うにＵＥに要求できる。バックエンド通信リンクでのステータス／制御をサポートするＳ
ＵＤＡＣの場合、ＢＳは、ＳＵＤＡＣの構成をすることを可能にされる。これは、ＢＳが
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、バックエンド通信リンクでの干渉を提供するだけの不完全なＳＵＤＡＣを停止すること
を特に可能にする。
【０１８４】
　この協働は、実際、１つまたは多重のＢＳ（ことによると、異なるモバイルネットワー
クの中でさえ）が、資源割り当ての全てをすることに役に立つ。このためのシナリオは、
全てのＵＥが、発見されたＳＵＤＡＣについての情報を、ＢＳに提供することである。Ｂ
Ｓは、その時、フロントエンド周波数とバックエンド周波数とを、これらのＳＵＤＡＣに
割り当てる。そして、情報はＵＥおよび全ての到達可能なＳＵＤＡＣに公表される。それ
によって、全体のネットワーク配置が最適化されて、例えば、干渉が減少される。また、
ＢＳがＳＵＤＡＣ構成の知識を持つので、これらがＳＵＤＡＣの発見戦略を最適化できる
ように、この情報をＵＥに提供することが可能である。ＢＳとＳＵＤＡＣとの間のステー
タス／制御チャネルが実施される場合、ＢＳは、隠されたノード問題を回避する全体のＳ
ＵＤＡＳを直接に構成できる。ＢＳが利用可能なＳＵＤＡＣおよびＵＥの数を知るので、
ＢＳは、ＳＵＤＡＣをＵＥに関係付けて、公正な資源供給を保証できる。また、ＢＳは、
フロントエンドバックエンド通信リンクにおいて、または、圧縮／復号の場合において、
送信パワーを調節して、使われた圧縮／復号構成を有能なＳＵＤＡＣに転送することがで
きる。最後に、ＢＳは、ＳＵＤＡＣの間の受信条件を測定して、ビーム形成をＳＵＤＡＳ
フロントエンド通信リンクに適用するための知識を適用するように、ＳＵＤＡＣアクティ
ブ発見モードを使用することさえできる。
【０１８５】
　ＳＵＤＡＳの非常に重要な面が、多重のＵＥのサポートにおいて見られる。以下におい
て、２つのＵＥの例が、使われた方法を示すために与えられる。提供された計画は、もち
ろん、２つより多いＵＥに拡張して推定できる。
【０１８６】
　両方のＵＥが同じＳＵＤＡＳを見ると仮定すると、例えば、ＵＥ１は上述のＳＵＤＡＳ
圧縮および転送方法にアクセスして、ＵＥ２はＳＵＤＡＳにアクセスしようとする。
【０１８７】
　この場合、全てのＳＵＤＡＣがＵＥ１によって使われ、ウェイクアップが発行された後
、反応がランデブチャネルにおいて全然発見されない。そして、ＵＥ２はＥＨＦ帯域（帯
域２）の活動的なＳＵＤＡＣを走査する。仮にＵＥ２が活動的なＳＵＤＡＣを発見するな
らば、ＵＥ２はフロントエンド通信リンク・ステータス／制御チャネルを読み、ＳＵＤＡ
Ｃおよびチャネル構成を使っているＵＥを識別する。
【０１８８】
　ＵＥ２のためのオプションは、ａ）これがチャネルセットアップおよびＳＵＤＡＣ機能
によって可能である場合、ピギーバックモードのＳＵＤＡＣを使用することである。この
モードのための成功の機会を高めるために、ＵＥ２は、ＢＳにその意思を示す。それはバ
ックエンド通信リンク資源を再配分する。そして、ＵＥ２は、ＳＵＤＡＣおよびＵＥ１に
、（例えばループバック要求を経て、）ピギーバックモードに切り換えることを指示する
。オプションｂ）において、ＵＥ２は、その時、ＵＥ１に要求を開放するＳＵＤＡＣを発
行する。これは、ＳＵＤＡＣアップリンク制御チャネル周波数においてなされる。ＵＥ２
は、ステータス／制御チャネルの構造に同期する必要があり、それから、データをＳＵＤ
ＡＣに転送するために、ループバック周波数または時間スロットを用いる。このデータは
、その時、ＵＥ１にループバックされる。ＵＥ１は要求を復号し、それに後続するか、ま
たは否定する。後続と否定は、フロントエンド・アップリンク・ステータス／制御チャネ
ルにおいて転送される。オプションｃ）において、ＵＥ２は、帯域２のダイレクト通信リ
ンクを、（例えば８０２．１１ａｄを経て）ＵＥ１に開き、ＵＥ１と直接交渉しようとす
ることができる。オプションｄ）において、ＵＥ２は、資源要求を、この要求をＵＥ１に
中継するＢＳに転送する。オプションｅ）において、および、いくつかの使用されていな
いＳＵＤＡＣがある場合において、ＵＥ２はこれらを取得する。それらを構成した後に、
ＵＥ２は、資源ステータス要求をＢＳに発行することによって、活動的なＳＵＤＡＣを見
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付けようとする。ＢＳは、その時、ＵＥ１からＳＵＤＡＣ使用情報を提供する。代わりに
、または追加して、ＵＥ２は、１つ以上のＳＵＤＡＣを開放するために、後で、ＵＥ１と
交渉するために、全体の帯域２の使われたＳＵＤＡＣに対して走査することを実行する。
代わりに、または追加して、ＵＥ２は、取得されたＳＵＤＡＣによって提供された、読ん
でいるネットワークトポロジー情報を実行する。
【０１８９】
　オプションｆ）において、（ユーザーによって潜在的に構成可能である）優先計画は、
ＳＵＤＡＣを使うＵＥからの開放を強制することができるように、ＳＵＤＡＣ内で実施さ
れる。このために、より高い優先度を持つＵＥが、獲得コードをＳＵＤＡＣに発行する。
あるいは、優先度処理はＢＳによってなされる。要求は優先度再配分のためにＢＳに送ら
れ、ＢＳはより低い優先度で開放要求をＵＥに送る。オプションｇ）において、および、
使われたＳＵＤＡＣの中に重複がない場合において、両方のＵＥは、それらが「見る」Ｓ
ＵＤＡＣを構成する。オプションｈ）において、移動しているＵＥは、使っているＳＵＤ
ＡＳに対して、干渉として活動するＳＵＤＡＣに出会う。
【０１９０】
　図２０ａは、フィルタ２５の概略実施を示す。フィルタ２５は、ペイロードチャネル１
およびペイロードチャネル２、すなわちペイロードチャネル５６ａおよび５６ｂによって
定義された周波数範囲の外の周波数をフィルタリング、すなわち減衰するように構成され
る。図２０ａに示された実施は、ペイロードチャネル５６ａと５６ｂとの間の帯域ギャッ
プを未減衰にしておくアナログ帯域通過フィルタである。
【０１９１】
　図２０ｂは、ペイロードチャネル５６ａと５６ｂとの間の未使用の帯域幅も減衰するよ
うに、個々のペイロードチャネル５６ａまたは５６ｂの外で、個々に周波数をフィルタリ
ング、すなわち減衰する２つのフィルタ２５ａおよび２５ｂによるフィルタリングの実現
化を示す。これは、また、チャネル配置に従って配置された複数のチャネルフィルタとし
て示され、完全な送信帯域幅のための１つのチャネルフィルタとして実施される。ペイロ
ードチャネル５６ａおよび任意にペイロードチャネル５６ｂによって取得された帯域幅は
、時間上変化するので、そのような構造は、好ましくは、デジタルフィルタで実施される
。動的なチャネル構成は、デジタルフィルタが安く、より柔軟であるので、デジタルフィ
ルタが有利に考慮され、より少ない空間を要求して実施される。
【０１９２】
　すなわち、ａＳＵＤＡＣが、ｓ６Ｇとミリ帯域において、アナログ信号を増幅して転送
するので、１つの考慮がａＳＵＤＡＣに対して特になされる。ＳＵＤＡＣが、余分な干渉
をＢＳ－ＵＥリンクに引き起こさないこと、を用心する必要がある。これは、仮にＥＨＦ
帯域の中に強力な帯域内干渉が存在する場合である。これを避けるために、ＳＵＤＡＣの
最大のＥＩＲＰ（ＥＩＲＰ＝等価の等方性的に放射されたパワー）が、さらに限定できる
か、または、方法が、ＢＳがＳＵＤＡＣを停止することを可能にすることを実施されるか
のいずれかである。これをするための１つの例が、ＢＳが、ＵＥからＳＵＤＡＣの停止を
要求することである。たとえＵＥがＳＵＤＡＣに達することができなくても、時間切れの
後に、ＳＵＤＡＣを休眠モードに強制する、フロントエンドアップリンクステータス／制
御チャネルを送信することを止める必要があるだけである。
【０１９３】
　仮に送信および受信が、同じアンテナまたは同じ周波数特徴を持つアンテナによってな
されるならば、ＳＵＤＡＣのための１回の挑戦は、ＥＨＦリンクでの可能なセルフ干渉を
抑制するために、いくつかの周波数順応的プレ選択フィルタを提供することが要求される
ということである。アナログ領域においてそのようなフィルタを実施することは、少なく
とも非常に高価なので、ＥＨＦ帯域の区分化が提案される。それによって、送信と受信と
が切り離される。
【０１９４】
　また、大きいけれども部分的にのみ使われるペイロード帯域幅に対して、この帯域の未
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使用の部分の信号を抑制することが可能である。これは、ＳＵＤＡＣの実施に依存するア
ナログまたはデジタル領域の選択可能なフィルタバンクによってなされる。
【０１９５】
　見られるように、アップリンクまたはダウンリンクの効果は、要求された帯域幅を持つ
チャネルフィルタによって補償される。チャネルが動的に変化する場合、これは、仮に全
くアナログ法でなされるならば、ハードウェアの高コストをもたらす。または、固定され
たチャネル帯域幅細分性が定義される（例えば、５ＭＨｚ）。そして、１握りのフィルタ
だけから成るフィルタバンクが使われる。デジタル化しているＳＵＤＡＣは、ペイロード
信号のデジタルフィルタリングによって、簡単な方法でこれを実施できる。
【０１９６】
　さらに、ＳＵＤＡＣが不完全であることが、考慮される。従って、ＳＵＤＡＣの起動は
、ＢＳとＵＥとの間の相互作用を必要とする。ＵＥは単一のＳＵＤＡＣを使用可能にし、
新しい送信セットアップが有効であるというＢＳからの確認を待つ。エラーの場合、ＢＳ
は、安定した方法によって、更なる送信テストを抑制するために、不完全としてたぶんＳ
ＵＤＡＣにマークを付けるＳＵＤＡＣを次々に使用不可にするＵＥに知らせる。
【０１９７】
　図２１は、ドイツのＬＴＥの場合（日付が２０１４年）の極超短波での周波数割り当て
の概略図を示す。プロバイダー１～プロバイダー４として示された異なるプロバイダーの
ベースステーションが、スペクトルの異なる周波数を利用する。これは、ＳＵＤＡＣのみ
が、１つの無線通信インタフェースによって、１つのベースステーションに通信するシナ
リオを結果として生じる。あるいは、無線通信インタフェースが、２つのプロバイダーの
周波数の間の境界で通信するように構成されるとき、そのようなメッセージが、両方のベ
ースステーションによって受信される。受信は、個々の周波数を利用しているプロバイダ
ーのベースステーションに制限される。
【０１９８】
　上述のように、ＳＵＤＡＣは、バックエンド／フロントエンド通信リンクから成る少な
くとも１つの中継リンクを含んでいる。これらのリンクは互いに独立して構成できる。バ
ックエンド通信リンクが帯域１を使う一方、フロントエンド通信リンクが帯域２を使う。
帯域１のための使われるスペクトルは、ＢＳの細目によって定義される。仮に要求された
ステータス／制御チャネルが実施されるならば、フロントエンド通信リンクの使われたス
ペクトルは、ＵＥおよびＳＵＤＡＣおよびＢＳによって構成される。例として、ＬＴＥバ
ックエンド通信リンクスペクトル割り当ては、非特許文献５の中で提供される。
【０１９９】
　一般に、ずっと大きい帯域幅が、帯域１より帯域２の送信のために利用可能であること
が予期される。ＳＵＤＡＣが制御されて、帯域２の中のリンクによって構成されると推定
すると、方法は、そのような制御リンクを、効率的な方法で確立することを可能にするこ
とを要求する。仮にＲＦ段階が、狭い帯域幅を提供するならば、これは、特に時間がかか
る仕事であるので、利用可能な周波数範囲全体において、あるビーコン信号のために走査
することは、効率的に見られない。また、非常に大きい帯域幅の使用は、ＳＵＤＡＣのＲ
Ｆ段階の複雑さを増加するので、そして、全体がかなりのコストになることによって、有
利であると考えられない。ＩＥＥＥ８０２．１１ａｄにおいて、減少された帯域幅が、発
見と交渉のために使われる計画が提案される。これは低い転送速度チャネルと呼ばれ、高
い転送速度物理層（ＨＲＰ）を経てなされる高速バルクデータ送信と矛盾してＬＲＰを推
定する。
【０２００】
　上記の説明は、ＳＵＤＡＣシステム内の通信に関連する複数の詳細およびＳＵＤＡＣシ
ステムのコンポーネントに参照される。既知の概念と比較されるとき、差が含まれるけれ
ども、以下に説明される詳細に制限されない。
【０２０１】
　ＥＨＦ（または、ｄＳＵＤＡＣのためのｓ６Ｇ）および８０２．１１ａｄにおける発見
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について、ＳＵＤＡＳは、ＵＥが要求に応じてＳＵＤＡＳに接続することを可能にするこ
とによって、低い省力アプローチを提供する。ＳＵＤＡＣは、全体のパワー消費量を長い
間最小化して、パワーダウンすることを可能にされる。受動的な検出の基本的なアイデア
は、例えば、既にＩＥＥＥ８０２．１５．３によってカバーされる。アプローチとの差は
、検出が、限定可能な周波数帯域（ランデブー周波数）および最後に使われた周波数のセ
ットをカバーすることである。ランデブチャネルは、（周波数位置、使用帯域幅、ステー
タス／制御チャネルの数）を自由に構成され、与えられた干渉条件に順応できる。ＳＵＤ
ＡＳの発見は、中継された信号（ＢＳとＵＥ）のための両方の終点によってなされる。Ｂ
Ｓに対するステータス／制御チャネルが存在しない場合、ＵＥは、ＳＵＤＡＣについての
情報を、それを他のＵＥまたはＳＵＤＡＣと共有できるＢＳに転送できる。ランデブチャ
ネルについて発見をするＵＥは、この周波数で信号を受信する全てのＳＵＤＡＣを自動的
に要求する。要求しないＳＵＤＡＣだけが、ランデブチャネルで、ウェイクアップ命令を
聞く。ＳＵＤＡＣは、機器（ＳＵＤＡＣまたはＵＥ）を要求しないで、ネットワークのＳ
ＵＤＡＣ自身の発見をする。それによって、ＳＵＤＡＣは、ローカルに格納されて、他の
ＳＵＤＡＣまたはＵＥに提供される、ネットワーク配置についての情報を取得できる。（
そのようなステータス情報の格納と分配は、もちろん斬新ではない。）活動的なチャネル
を聞くことによって、十分な情報が、仮にＳＵＤＡＣの要求する制御を要求しようとする
ことに価値があるか、または、仮にＳＵＤＡＣ（ピギーバック）に添付することがちょう
ど可能であるか、を決めるために、ＵＥのために引き出される。発見および同期は、リン
ク毎になされ、そして、ＦＤＤの場合、送信方向毎になされる。
【０２０２】
　チャネル化について、高いデータ処理能力が、ｓ６ＧのＭＩＭＯ技術とＥＨＦ帯域の過
度な帯域幅使用との両方によって提供されるので、ペイロード帯域幅は高度に構成可能で
ある。ペイロード送信に対して、義務的な固定された周波数グリッドはない。ペイロード
チャネルとステータス／制御チャネルとは関係するけれども、互いに独立である。送信さ
れたペイロードは、ちょうど、シフトされた周波数、および、フィルタされたチャネル、
および、オリジナルの受信されたペイロード信号の増幅された（アナログ領域で純粋にな
された）バージョンである。この場合、ステータス／制御チャネルは、周波数によってペ
イロードから分離される。仮にＳＵＤＡＣがペイロードのデジタル化を提供するならば、
圧縮して転送／復号して転送の計画が適用される。ステータス／制御チャネルは、周波数
によって分離されるけれども、ペイロードチャネルの中に注入されることもできる。ステ
ータス／制御チャネルは、発見手続のためのペイロード無しで使われることができる。ス
テータス／制御チャネルは、ピギーバックモードのために消されることができる。仮にＳ
ＵＤＡＣがデジタル化を提供して、ＢＳがこのモードをサポートするならば、バックエン
ド通信リンク・ステータス／制御チャネルは実施される。ステータス／制御チャネルは、
ＳＵＤＡＣを活動的にしておく。これは、ＳＵＤＡＣが、非常に多くの干渉の場合におい
て、ＥＨＦ（または、バックエンドステータス／制御チャネルが実施される場合において
ｓ６Ｇ）上、到達不能になる場合において、自動的な停止メカニズムを提供する。スイッ
チは、ＭＩＭＯモードのペイロードを送信する間、ビーム形成モードのＢＳとＳＵＤＡＣ
との間のダイレクト接続を可能にするために、ビーム形成モードとＭＩＭＯモードの間で
実行される。ＴＤＤとＦＤＤとの混合モード使用が可能である（特にｄＳＵＤＡＣ）。
【０２０３】
　資源割り当てについて、ＢＳは資源割付けプロセスにおいて動作的に巻き込まれる。従
って、ｓ６Ｇリンクの全体の送信を最適化して制御するように行動することができる。こ
れは、ＵＥとの協働を経る（ＳＵＤＡＣを所定のセットアップに構成するようにＵＥに要
求する）か、または、たぶん、ＵＥを無効にしてバックエンド上のＳＵＤＡＣの直接の構
成をするか、のいずれかによってなされる。ＵＥは、ＥＨＦで資源割り当てを制御し（ま
たは、ＳＵＤＡＣおよび他のＵＥと交渉し）、ＢＳの資源割り当てにおいて修正を要求さ
えする。前のリンクは、実際の干渉シナリオに従って、それゆえ、帯域を高い干渉によっ
て回避することによって選択される。ピギーバックモードによって、アナログキャリア集
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合体方法は、多重モバイルネットワーク内からキャリアを集めることさえできるように設
計される。リンクを中継するＳＵＤＡＣの使用は、ＵＥがＳＵＤＡＣを動作的に落とすか
、または、ステータス／制御チャネルを送信することを停止するまで、１つのＵＥに独占
的に割り当てられる。ピギーバックモードは、独占に対して有害であると考えられない。
それにもかかわらず、２つのＵＥの間の移譲返還機構が提供される。仮にペイロードルー
プバックが、ＳＵＤＡＣにおいて実施されるならば、それは、バックエンド上、周波数シ
フトするＢＳからＢＳへの中継として動作する。これによって、異なるオペレータからの
ＢＳは、資源共用のための通信インタフェースを実施できる。フロントエンドにおいて、
それは、例えばＩＥＥＥ８０２．１１ａｄアクセス・ポイントのカバー域を強化するため
に使用される、周波数シフトするＥＨＦからＥＨＦへの中継として動作する。同期したネ
ットワークおよび過剰のＳＵＤＡＣの場合、２つ（または、より多くの）のＳＵＤＡＣが
、同じｓ６Ｇ信号を同じＥＨＦ周波数に中継して、建設的な干渉を提供するための方法を
適用する。ことによると、同じ信号が、異なる周波数で、異なる移相シフトによって、同
時に中継される。さらに、ＳＵＤＡＣは、ＴＤＤモードとＦＤＤモードとの間で移動する
ことができる。仮に異なる周波数が両方に割り当てられるならば、異なる非同期ＢＳの中
継は可能である。
【０２０４】
　送信プロトコルについて、ＥＨＦ帯域のデータの中継は、互いに直接アクセスを持たな
いＵＥの間の通信リンクを提供するように、ループバックによってサポートされる。例え
ば、仮にＵＥが、異なるＢＳによって支援されるならば、これが起こる。これは、ＲＡＣ
Ｈチャネル内に注入されるＲＡＣＨに結果として生じる。再送信が、この層において全然
予知されないので、ＳＵＤＡＣは、固定された送信遅延を提供する。データの再送信およ
び承認は、ＵＥとＢＳとによって処理される。ステータス／制御は、ステータス／制御チ
ャネル上で承認される。中継は、構成として追加の経路オーバーヘッドがない。ステータ
ス／制御は、ペイロードチャネルから分離される。そして、ペイロードの経路は、アップ
リンク周波数およびダウンリンク周波数によって定義される。
【０２０５】
　図２２は、例えばＳＵＤＡＣの信号転送のための方法２２００の概略フローチャートを
示す。ステップ２２１０において、極超短波は、ベースステーションとの少なくとも１つ
のバックエンド通信リンクを確立するために使われる。ステップ２２２０において、極高
周波は、ユーザー機器との少なくとも１つのフロントエンド通信リンクを確立するために
使われる。
【０２０６】
　ステップ２２３０において、極高周波は、極超短波に周波数変換され、フロントエンド
通信リンクを経て受信されるユーザー情報信号は、バックエンド通信リンクを経て送信さ
れるべき通信信号として、少なくとも部分的に転送される。ステップ２２４０において、
極超短波は、極高周波に周波数変換され、バックエンド通信リンクを経て受信される通信
信号は、フロントエンド通信リンクを経て送信されるべきユーザー情報信号として、少な
くとも部分的に転送される。
【０２０７】
　ステップ２２５０において、制御情報は、ユーザー信号から取り出されて、ユーザー機
器の第１または第２無線通信インタフェースの転送パラメータは、制御情報に基づいて制
御される。
【０２０８】
　ステップ２２６０において、極高周波で受信したユーザー情報信号は、極超短波の通信
信号に周波数変換されるか、または、極高周波の通信信号は、極超短波の通信信号に周波
数変換される。代わりに、またはステップ２２６０に追加して、ステップ２２７０におい
て、極高周波で受信したユーザー情報信号は、デジタル化される。デジタル化された通信
信号は、極超短波の通信信号を得るためにアナログ化される。デジタル化された通信信号
は、デジタル化されたユーザー情報信号に基づいて生成される。
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【０２０９】
　図２３は、ユーザー機器によって信号を送信または受信するための方法２３００の概略
フローチャートを示す。ステップ２３１０において、極超短波は、ベースステーションと
の少なくとも１つのダイレクト通信リンクを確立するために使われる。
【０２１０】
　ステップ２３２０において、極高周波は、ＳＵＤＡＣとの少なくとも１つのフロントエ
ンド通信リンクを確立するために使われる。
【０２１１】
　ステップ２３３０において、ユーザー信号は、ベースステーションに関係したユーザー
機器とのフロントエンド通信リンクを経て、少なくとも部分的に受信される。
【０２１２】
　ステップ２３４０において、ユーザー情報信号は、ユーザー情報信号が、ユーザー機器
に関連した情報と別のユーザー機器に関連した情報とを含むように、別のベースステーシ
ョンに関係した別のユーザー機器から受信した情報に基づいて生成される。
【０２１３】
　図２４は、ベースステーションによって信号を送信または受信するための方法２４００
の概略フローチャートを示す。ステップ２４１０において、ベースステーションの複数の
無線通信インタフェースは、複数の無線通信インタフェースの多重アンテナ機能が得られ
るように制御される。
【０２１４】
　ステップ２４２０において、制御情報は、複数の無線通信インタフェースのうちの少な
くとも１つを経て受信される。制御情報は、ベースステーションと通信しているＳＵＤＡ
Ｃまたはユーザー機器に関連する。
【０２１５】
　ステップ２４３０において、多重アンテナ機能の送信特性は、制御情報に基づいて適応
される。
【０２１６】
　ユーザー機器の、およびＳＵＤＡＣの、およびベースステーションの無線通信インタフ
ェースは、外部のコンポーネントであると見られるけれども、無線通信インタフェースは
、個々の装置のハウジングの内側の内部コンポーネントでもよい。
【０２１７】
　上記の説明は、ＳＵＤＡＣおよび／またはベースステーションを制御するユーザー機器
に関連するけれども、資源割り当てがネットワークノードの間の協働によって得られるよ
うに、情報の双方向送信を含むプロトコルが実施される。個々のネットワークノードは、
そのチャネルを走査して、パワーを送信するそれらのうちのどれが存在するか、および／
または、どれが、例えば、信号対ノイズ比が通信に対して十分に良好であるか、を決定す
る。ＳＵＤＡＣは、聞くことによってそのような情報を決定する。ユーザー機器は、それ
に関連したベースステーションの制御を含む資源割り当てを調整する。代わりに、または
追加して、ユーザー機器は、ベースステーションが、最適な割り当てを引き出して、それ
を実施するように、ベースステーションを制御する。
【０２１８】
　いくつかの面が、装置の文脈において説明されるけれども、これらの面が、対応する方
法の説明も表すことは明確である。ここで、ブロックまたは機器は、方法ステップまたは
方法ステップの機能に対応する。類似して、方法ステップの文脈において説明された面は
、対応する装置の、対応するブロックまたはアイテムまたは機能の説明も表す。
【０２１９】
　所定の実施要求に依存して、本発明の実施の形態は、ハードウェアまたはソフトウェア
において実施される。実施は、個々の方法が実行されるプログラム化可能なコンピュータ
システムと協働する（または、協働する可能性がある）、その上に格納された電子的に読
み取り可能な制御信号を持つデジタル記憶媒体（例えばフロッピーディスク、ＤＶＤ、Ｃ
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実行できる。
【０２２０】
　発明に応じたいくつかの実施の形態は、ここに説明された方法のうちの１つが実行され
るように、プログラム化可能なコンピュータシステムと協働する可能性がある電子的に読
み取り可能な制御信号を持つデータキャリアから成る。
【０２２１】
　一般に、本発明の実施の形態は、プログラムコードを持つコンピュータプログラム製品
として実施できる。コンピュータプログラム製品が、コンピュータ上で稼働するとき、プ
ログラムコードは、方法のうちの１つを実行するために働く。プログラムコードは、例え
ば、機械読み取り可能なキャリアに格納される。
【０２２２】
　他の実施の形態は、ここに説明された方法のうちの１つを実行するためのコンピュータ
プログラムから成り、機械読み取り可能なキャリアに格納される。
【０２２３】
　すなわち、本発明の方法の実施の形態は、ここに説明された方法のうちの１つを実行す
るためのプログラムコードを持つコンピュータプログラムである。コンピュータプログラ
ムはコンピュータ上で稼働する。
【０２２４】
　従って、本発明の方法の別の実施の形態は、その上に記録された、ここに説明された方
法のうちの１つを実行するためのコンピュータプログラムを含むデータキャリア（または
デジタル記憶媒体またはコンピュータ読み取り可能な媒体）である。
【０２２５】
　従って、本発明の方法の別の実施の形態は、ここに説明された方法のうちの１つを実行
するためのコンピュータプログラムを表す信号のデータストリームまたはシーケンスであ
る。信号のデータストリームまたはシーケンスは、データ通信接続を経て、例えば、イン
ターネットを経て、転送されるように構成される。
【０２２６】
　別の実施の形態は、処理手段、例えばコンピュータ、または、ここに説明された方法の
うちの１つを実行するように構成または適応されたプログラム化可能な論理デバイスから
成る。
【０２２７】
　別の実施の形態は、ここに説明された方法のうちの１つを実行するためのコンピュータ
プログラムを、その上にインストールしているコンピュータから成る。
【０２２８】
　いくつかの実施の形態において、プログラム化可能な論理デバイス（例えば、フィール
ドプログラマブルゲートアレイ）は、ここに説明された方法の機能のうちのいくつかまた
は全てを実行するために使用される。いくつかの実施の形態において、フィールドプログ
ラマブルゲートアレイは、ここに説明された方法のうちの１つを実行するために、マイク
ロプロセッサーと協働する。一般に、方法は、好ましくは、どのようなハードウェア装置
によっても実行される。
【０２２９】
　前述の実施の形態は、単に、本発明の原則のための例示である。ここに説明された配列
と詳細の修正とバリエーションとが当業者に明白であることは理解される。従って、それ
は、差し迫った特許請求の範囲によってのみ制限されるという意図であって、実施の形態
の記述と説明によって提供された特定の詳細によって制限されるという意図ではない。
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